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はは  じじ  めめ  にに  

  

兵庫県立健康科学研究所は、県民の公衆衛生に関する調査研究や試験分析を行い、

感染症や食品、医薬品、飲料水などに関する科学的・技術的根拠を提供しています。 

平成 30 年４月に加古川市神野町に新築移転し、現庁舎で業務を開始した当研究

所は、移転後２年が経たない時から変異を繰り返す新型コロナウイルスのＰＣＲ検

査やゲノム解析の迅速かつ正確な試験検査への対応に追われることになりました。

そして円滑な健康危機管理への対処は、平時からの体制づくりが不可欠であると改

めて痛感しました。 

今回のパンデミックにより地方衛生研究所の役割・重要性が再認識されることに

なりましたが、こうしたことを踏まえ、令和４年 12 月には地域保健法が改正され

ております。改正法では、地方公共団体は専門的な知識・技術を必要とする試験検

査・調査研究の業務を行うため、必要な措置を講ずることとされており、ハード面

での検査体制やソフト面での人材育成などを計画的に準備することとなっていま

す。当研究所においても、この内容に沿って令和５年度以降の業務体制を構築して

いきたいと考えています。 

今年度は、第６期中期事業計画（令和２年～令和５年）の最終年でありますので、

重点研究、共同研究の推進、外部資金の獲得等の取組方針に基づいた業務の集大成

として取り組んでまいります。 

そして、さらに県民に親しまれる開かれた研究所として、多くの県民の方々に興

味をもっていただけるような情報発信にも力を入れつつ、県民の生命・健康に対す

る安全安心の一翼を担っていけるよう、職員一丸となって努力してまいります。 

このたび、業務年報と研究報告を合わせた形で発刊させていただくことになりま

したが、関係の皆様に御高覧いただき、御指導・御鞭撻を賜れば幸いに存じます。 

 

 令和５年７月 

兵庫県立健康科学研究所 

所長 大橋 秀隆 
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1 沿   革 

昭和 23年 8月16日 兵庫県衛生研究所規程（兵庫県規則第 78 号）が制定され，神戸市

生田区下山手通 4丁目 57において兵庫県衛生研究所として発足 

昭和 24年 5月17日 機構拡充により，神戸市長田区大谷町 2丁目 13に移転 

昭和 43年 4月20日 保健衛生センター新築（兵庫区荒田町 2 丁目 1 番 29 号）に併せて

移転 

昭和 62年 4月 1日 県立衛生研究所に改称 

平成 14年 4月 1日 組織改正により，県立衛生研究所（兵庫区）と県立公害研究所（須

磨区）が統合され，県立健康環境科学研究センター（兵庫庁舎，須

磨庁舎）となる． 

平成 21年 4月 1日 組織改正により，県立健康環境科学研究センターの健康部門（兵庫

区）と県立生活科学総合センター（中央区）が再編統合され，県立

健康生活科学研究所（健康科学研究センター，生活科学総合センタ

ー）となる.  

平成 30年 4月 1日 組織改正により，生活科学総合センターを廃止するとともに，名称

を兵庫県立健康科学研究所に改め，加古川市神野町神野 1819 番地

の 14に移転 

 

2 研究所の概要 

2.1 職員数                          令和 5年 4月 1日現在 

区  分 事務職 
技 術 職 

計 
医師職 研究職 その他技術職 

危機管理部 4  1   0  2 (1) 7 （1） 

感染症部 0  0 7 (1) 0 (1) 7 （2） 

健康科学部 0  0 6 (1) 2 (1) 8 （2） 

小 計 4  1 13 (2) 4 (3) 22 （5） 

※ 所長及び副研究所長（行政職）は危機管理部に記載した． 
注）（ ）外書き：再任用職員 
 

2.2 施設・設備 

(1) 敷地面積    8,749.62㎡ （造成分） （公有財産面積 28,206.08㎡） 

(2) 建築面積      2,134.03㎡ 延べ面積 5,754.92㎡ 

 延べ面積内訳 本館棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 4階建）5,718.84㎡ 

   車庫棟（補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1階建）36.08㎡ 

(3) 特殊研究設備 高度安全実験室（P3），クリーンルーム，核種実験室 
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2.3 組織及び分掌事務 

  

健康科学研究所 

 

 

 職員の身分取扱い・研修及び福利厚生に関すること 

総務課 庶務事務 

 予算・経理事務 

 

 健康に係る危機管理機能の総括 

 関係機関との連絡調整 

 研究の評価・進行管理・調整，研究機能充実方策の検討 

 研究業務の企画調整 

 県民に対する情報提供（広報誌の発行，講演会の開催等） 

 ＧＬＰに関すること 

 人材育成の支援 

 研修業務に係る企画調整 

 

 細菌性疾病，ウイルス性疾病に関する試験研究 

 結核，エイズ等の検査 

 食中毒感染源・感染経路調査 

 感染症発生動向調査 

 県感染症情報センターの運営 

 登録衛生検査所の外部精度管理 

 公衆衛生の統計に関すること 

 

 食品中の残留農薬，動物用医薬品及び食品添加物等に関する 

試験研究 

 食品の自然毒に関する試験研究 

 食品中の有害物質に関する試験研究 

 医薬品，化粧品及び医療機器等に関する試験研究 

 家庭用品及び食品の容器包装等に関する試験研究 

 遺伝子組換え食品に関する試験研究 

 放射能及び飛散花粉に関する調査研究 

 衛生害虫及びカビに関する試験研究 

 水道水等の有害物質等に関する試験研究 

 水道水の基準項目，管理目標設定項目等に関する試験研究 

 水道水質検査機関の外部精度管理 

 温泉に関する試験研究 

危機管理課 

感 染 症 部 

健 康 科 学 部 

危 機 管 理 部 
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2.4 職員一覧                          令和 5年 4月 1日現在 

部 名 職 名 氏 名 

 所 長 

副研究所長 

大橋 秀隆 

名倉 嗣朗 

危機管理部 部 長 

総 務 課 長 

課 長 補 佐 

〃 

主 任 

福井 英夫 

（福井危機管理部長兼務） 

加古 富士雄 

奥村 正人 

山本 基行 

 危機管理課長 

主 査 

山崎 敏弘 

雜賀 祥美 

感染症部 部 長 

課長（微生物・疫学担当） 

衛 生 検 査 専 門 員 

主任研究員 

〃 

〃 

〃 

研 究 員 

〃 

大岡 徹彦 

押部 智宏 

西下 重樹 

齋藤 悦子 

荻  美貴 

荻田 堅一 

島本 章義 

鈴木 恭子 

鷲  ゆい 

健康科学部 部 長 

課長（理化学担当） 

上席研究員 

主任研究員 

課 長 補 佐 

主 査 

主任研究員 

主 任 

研 究 員 

〃 

藤田 裕代 

吉岡 直樹 

矢野 美穗 

北本 寛明 

栃本 なお子 

今井 史 

赤松 成基 

松村 益代 

後藤  操 

安井 麻姫 

2.5 職員の異動 

退 職（令和 5年 3月 31日） 
健康科学部長          風見 眞紀子            

転 出（令和 5年 4月 1日） 
健康科学部 主査        小林 美幸   龍野健康福祉事務所へ 

転 入（令和 5年 4月 1日） 
健康科学部 部長        藤田 裕代   保健医療部薬務課から 
健康科学部 主査        今井 史    洲本健康福祉事務所から 
危機管理部 主任        山本 基行   がんセンターから 

再任用（令和 5年 4月 1日） 
感 染 症 部 部長        大岡 徹彦 

 感 染 症 部 衛生検査専門員   西下 重樹 
危機管理部 危機管理課長    山崎 敏弘 
健康科学部 主任        松村 益代 
健康科学部 研究員       後藤 操 

− 3 −



兵庫県立健康科学研究所業務年報 
 

- 4 - 

2.6 試験研究主要備品 

 

機器名 型式 数量 取得年月 価格（千円） 

超遠心機 日立 CP-70 1 H2.3 8,991 

原子吸光分光光度計 
パーキンエルマー 
SIMAA-6000 

1 H7.6 14,461 

超ミクロトーム 
ライヘルト 
ULTRACUT-R 

1 H7.7 5,613 

リアルタイム PCR 
ABI PRISM 

7900HT-4 
1 H14.2 15,067 

キャピラリー電気泳動装置 
大塚電子 

CAPI-3300 
1 H15.3 6,562 

蛍光微分干渉顕微鏡及びデジタル装置 
オリンパス 

BX61-34-FLD-1 
1 H16.3 6,216 

誘導結合プラズマ質量分析計 
パーキンエルマー 

ELAN DRC-E 
1 H17.3 16,989 

ゲル浸透クロマトグラフ 
ジーエルサイエンス社 

G-Prep8100 
1 H18.6 5,880 

液体クロマトグラフ 

飛行時間型質量分析計 
Agilent6210 1 H18.6 39,900 

窒素燐検出器及び炎光光度型検出器付き 

ガスクロマトグラフ 
Agilent7890ANPD 1 H20.8 7,630 

高速液体クロマトグラフ／質量分析装置 
ウォーターズ社 

UPLC-TQD 
1 H20.8 23,835 

リアルタイム PCR 
PE ﾊﾞｲｵｼｽﾃﾑｽﾞ 

ABIPRISM7900HT-4 
1 H21.8 14,931 

DNAシーケンサー 
ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰｼﾞｬﾊﾟﾝ 

ABI3500 
1 H22.1 17,503 

高速液体クロマトグラフ 
島津製作所 

Prominence UFLCXR 
1 H22.2 9,292 

ECDガスクロマトグラフ 
島津製作所 

GC-2010Plus 
1 H22.2 6,373 

ガスクロマトグラフ／質量分析装置 
ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ 

TSQ Quantum GC 
1 H22.3 22,449 

イオンクロマトグラフ 
日本ダイオネクス社 

ICS-2100 
1 H22.3 6,646 

誘導結合プラズマ発光分光分析装置 
パーキンエルマー 

OPTIMA 7300DV 
1 H22.3 12,285 

蛍光Ｘ線分析装置 
ｴｽｱｲｱｲﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

SEA1200VX 
1 H22.3 9,975 

キャピラリー電気泳動・質量分析装置 
ｱｼﾞﾚﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

7100B，6410BA 
1 H23.3 28,087 

− 4 −
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(注)購入価格 500 万円以上の備品を記載 

機器名 型式 数量 取得年月 価格（千円） 

ゲルマニウム半導体核種分析装置 
キャンベラジャパン 

GC3520 
1 H23.10 19,110 

高速液体クロマトグラフ 
島津製作所 

Nexera XR 
1 H30.3 8,640 

トリプル四重極型 

高速液体クロマトグラフ質量分析計 

日本ウォーターズ 

Xevo TQ-XS 
2 H30.3 80,676 

高速液体クロマトグラフ 

－四重極－飛行時間型質量分析計 

日本ウォーターズ 

Xevo G2-XS UPLC/Q-Tof 
1 H30.3 33,696 

トリプル四重極リニアイオントラップ 

型液体クロマトグラフ質量分析装置 

ｴｰﾋﾞｰ･ｻｲｴｯｸｽ 

SCIEX QTRAP 4500 
1 H30.3 41,191 

マトリックス支援レーザー脱離イオン 

化飛行時間型質量分析計 

ﾌﾞﾙｶｰ･ﾀﾞﾙﾄﾆｸｽ 

MALDI-TOF MS 
1 H30.3 31,212 

共焦点レーザー顕微鏡 
オリンパス 

FV3000RS 
1 H30.3 30,672 

透過型電子顕微鏡 
日立ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 

HT7800システム 
1 H30.3 44,172 

超遠心機 
日立工機 

himac  CP80NX 
1 H30.3 11,491 

ベンチトップ型次世代シーケンサー 
ｲﾙﾐﾅ 

Miseq ｼｽﾃﾑ 
1 H30.3 21,146 

リアルタイム PCR 
ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 

12K/QS-W05 
1 H30.3 11,955 

DNAシーケンサー 
ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 

ABI3500XL 
1 H30.3 24,494 

トリプル四重極型ガスクロマトグラフ
質量分析計 

ｱｼﾞﾚﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

7000D 
1 H30.4 17,892 

パージ＆トラップ濃縮導入装置及び 
四重極型ガスクロマトグラフ質量分析
計（揮発性有機化合物：VOC検査） 

GL ｻｲｴﾝｽ Aqua PT6000 

ｱｼﾞﾚﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 5977B 
1 H30.4 16,201 

パージ＆トラップ濃縮導入装置及び 
四重極型ガスクロマトグラフ質量分析
計（かび臭物質検査） 

GL ｻｲｴﾝｽ Aqua PT6000 

ｱｼﾞﾚﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 5977B 
1 H30.4 16,198 

四重極型ガスクロマトグラフ質量分析計 ｱｼﾞﾚﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

5977B 
1 H30.4 8,802 

臭素酸・シアン・アニオン分析システム 島津製作所 

Prominence 
1 H30.4 19,202 

リアルタイム PCRシステム ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ 

QuantStudio 5 
1 R2.5 7,222 

自動分注ロボットを用いた遺伝子検査

システム 

ﾍﾞｯｸﾏﾝ・ｺｰﾙﾀｰ 

Biomek i5,i7,4000 

ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ 

QuantStudio 7 Pro 

1 R2.10 99,880 

リアルタイム PCR一式 ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 

Applied Biosystems 7500 
1 R3.2 7,465 

− 5 −



兵庫県立健康科学研究所業務年報 
 

- 6 - 

2.7 令和 4年度決算 
2.7.1 歳入 

科       目 調定額 

（円） 

収入済額 

（円） 

収入未済額 

（円） 

（款）使用料及び手数料 

（項）使用料 

（目）衛生使用料 

（節）財産使用料 

 

（項）手数料 

（目）衛生手数料 

（節）健康科学研究所手数料 

 

（款）諸収入        

（項）雑 入 

(目) 違約金及び延納利息 

 （節）違約金 

    （目）雑 入 

（節) 損害賠償金債権 

（節）臨床研修医研修受入収入 

（節) 雑 入 

15,556,870 

30,710 

30,710 

30,710 

 

15,526,160 

15,526,160 

15,526,160 

 

240,216 

26,429 

26,429 

26,429 

213,787 

98,167 

13,125 

102,495 

15,556,870 

30,710 

30,710 

30,710 

 

15,526,160 

15,526,160 

15,526,160 

 

240,216 

26,429 

26,429 

26,429 

213,787 

98,167 

13,125 

102,495 

0 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

計 15,797,086 15,797,086 0 

 
2.7.2 手数料及び受託事業収入の内訳 

項      目 件      数 金      額 

水 質 検 査 料 

温 泉 分 析 試 験 料 

理 化 学 的 検 査 料 

生 物 学 的 検 査 料 

1,497 

7 

48 

333 

件 

 

 

 

9,005,460 

573,000 

520,800 

5,426,900  

円 

 1,885  15,526,160   

 

 

− 6 −
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2.7.3 歳出 
（単位：円） 

科  目 予算令達額 
決  算  額 

人件費 旅 費 需用費 備品費 その他 計 

健康科学研究所職員

費 
163,677,107  163,677,107          163,677,107  

健康科学研究所職員

費 
1,329,350  1,328,991          1,328,991  

健康科学研究所運営

及び調査研究費 
53,805,000  18,386,245  915,337  22,513,177    11,613,032  53,427,791  

健康科学研究所整備

費 
11,375,000  

  

  

  

  
8,618,001  

  

  
2,746,356  11,364,357  

小計 230,186,457  183,392,343  915,337  31,131,178    14,359,388  229,798,246  

食品衛生指導費 12,622,000 
 

9,370 8,503,526 202,400 3,772,190 12,487,486 

水道法施行経費 300,000      296,472      296,472  

大気汚染対策費 4,340,000  2,443,263  84,780  1,053,660  275,000  467,052  4,323,755  

健康福祉事務所運営

費 
476,000      473,330      473,330  

薬機法等施行経費 10,565,000      4,720,729    5,763,780  10,484,509  

水産環境保全対策費 1,150,000      898,260  244,750    1,143,010  

感染症・ﾊﾝｾﾝ病等対策

費 
8,636,000  2,073,769  51,665  4,849,808    1,359,270  8,334,512  

新型コロナウイルス

感染症対策費 
59,053,000  4,989,744  231,846  48,641,951    5,029,843  58,893,384  

行政機関からの依頼

経費小計 
97,142,000  9,506,776  377,661  69,437,736  722,150  16,392,135  96,436,458  

合計 327,328,457  192,899,119  1,292,998  100,568,914  722,150  30,751,523  326,234,704  
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2.7.3 歳出 
（単位：円） 
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2,746,356  11,364,357  

小計 230,186,457  183,392,343  915,337  31,131,178    14,359,388  229,798,246  

食品衛生指導費 12,622,000 
 

9,370 8,503,526 202,400 3,772,190 12,487,486 

水道法施行経費 300,000      296,472      296,472  

大気汚染対策費 4,340,000  2,443,263  84,780  1,053,660  275,000  467,052  4,323,755  

健康福祉事務所運営

費 
476,000      473,330      473,330  

薬機法等施行経費 10,565,000      4,720,729    5,763,780  10,484,509  

水産環境保全対策費 1,150,000      898,260  244,750    1,143,010  

感染症・ﾊﾝｾﾝ病等対策

費 
8,636,000  2,073,769  51,665  4,849,808    1,359,270  8,334,512  

新型コロナウイルス

感染症対策費 
59,053,000  4,989,744  231,846  48,641,951    5,029,843  58,893,384  

行政機関からの依頼

経費小計 
97,142,000  9,506,776  377,661  69,437,736  722,150  16,392,135  96,436,458  

合計 327,328,457  192,899,119  1,292,998  100,568,914  722,150  30,751,523  326,234,704  
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3 部の概要 

3.1 危機管理部 

危機管理部では，健康に係る危機管理の

総括及び連絡調整を担っており，今般の新

型コロナウイルス感染症への対応では，関

係機関との連絡調整，所内応援体制の調

整，検査機器の充実，オンライン研修に

よる最新情報の共有等所内での環境整備

を行った． 

一方，対外的な取組みとしては，令和 4

年度も引き続き，地方衛生研究所全国協議

会近畿支部の事務局として，情報共有等を

進め，近畿の地方衛生研究所間での連携を

図った． 

また，従来から関係機関からの依頼に

より行っている地域保健関係従事者，健

康福祉事務所（保健所）の職員等を対象

とした研修を実施し，人材の育成，知識・

技術の向上を図った． 

GLP 信頼性確保部門の業務としては，食

品衛生検査施設である当研究所（2 研究部），

健康福祉事務所（5 か所）に対し，内部点

検を実施し，病原体等検査の業務を行う当

研究所（1 研究部），健康福祉事務所（5 か

所）に対し，内部監査を実施した． 

研究支援・企画調整業務としては，社

会情勢の変化や県民ニーズ等を踏まえた

効果的，効率的な調査研究を進めるため， 

研究課題等評価調整会議で研究課題の内

部評価を実施したほか，各種外部資金の

積極的な獲得に向けて働きかけを行った． 

情報発信・提供としては，研究報告，

業務年報及び広報誌の発行並びにホーム

ページの随時更新等により，県民及び関

係機関等への情報提供を積極的に行った． 

  

3.1.1 健康危機管理 

(1) 新型コロナウイルス感染症への対

応 

新型コロナウイルス感染症の検査体

制を充実するため，所内での応援体制を

確保するとともに，国立感染症研究所か

らの情報収集や他の地方衛生研究所と

の情報交換を行い，常に最新の研究が行

われるようにした． 

 

(2) 職員を対象とした研修 

新型コロナウイルス検査対応や感染

拡大による集合形式による研修実施が

難しい中，最新の情報を得るべく，Web

形式による研修，研究会に積極的に参加

できる環境を整え，職員の資質向上に努

めた． 

また，研究関係職員の研究倫理教育の

ため，日本学術振興会の研究倫理 e ラー

ニングを受講できるようにしたほか，病

原体等安全管理に係わる教育訓練や県

立大学理学部及び環境人間学部との合

同研修会も行った． 

なお，当研究所職員以外の地域保健関

係従事者等に対する研修会は，7.2 及び

7.3 に記載している． 

 

3.1.2 GLP 信頼性確保部門業務 

(1) 食品 GLP 信頼性確保部門 

平成 10 年 4 月 1 日付け「兵庫県の食

品衛生検査施設における検査等の業務

管理要綱」（平成 30 年 4 月 1 日一部改

正）に基づき，当研究所感染症部，健康

科学部及び検査室設置健康福祉事務所

（宝塚，加古川，龍野，豊岡及び洲本）

の計 7 施設に対して内部精度管理及び

外部精度管理調査の結果を確認すると

ともに，内部点検を実施し，検査等の信

頼性確保を行った． 

信頼性確保部門による内部点検は，標

準作業書等の管理及び検査結果通知書

及び検査成績書を重要点検項目とし，定

期点検 7 施設，検査項目ごとの点検 34

日 119 項目，内部精度管理に係る点検

16 日 182 項目，外部精度管理調査に係

る点検 13 日 17 項目を実施した． 

その結果，2 施設に対し，不適切事例

として改善指導及び注意喚起を行った． 

なお，令和 3 年度に引き続き食品衛生

検査施設に対して自己点検を推奨する

とともに，更なる効果的，効率的な内部
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点検の実施に努めた． 

 

(2) 感染症 GLP 信頼性確保部門 

平成 28 年 3 月 7 日付け「兵庫県検査

施設における感染症病原体等検査の業

務管理要領」（平成 30 年 4 月 1 日一部

改正）に基づき，当研究所感染症部及び

検査室設置健康福祉事務所（宝塚，加古

川，龍野，豊岡及び洲本）の計 6 施設へ

の内部監査を実施した．また，GLP 対象

検査を実施した施設に対して内部精度

管理及び外部精度管理調査の結果を確

認し，検査等の信頼性確保を行った． 

信頼性確保部門による内部監査は，定

期監査 6 施設，検査項目ごとの監査 3 日

9 項目，内部精度管理に係る監査 3 日 10

項目，外部精度管理調査に係る監査１日

１項目を実施した． 

その結果，概ね良好な結果が得られた． 

  

3.1.3 研究支援・企画調整 

(1) 研究課題等評価調整会議の開催 

令和 4 年 11 月 29 日（火）に令和 4

年度県立健康科学研究所研究課題等評

価調整会議（内部評価委員会）をオンラ

インにより開催し，研究課題 2 題につい

て，事後評価及び事前評価を受けた． 

ア 事後評価 

・（健康科学部）食中毒の原因となる

自然毒の検査方法の確立及び探索 

イ 事前評価 

・（健康科学部）医薬品試験における

試験条件変更の影響について 

 

(2) 倫理審査委員会の開催 

人を対象とする研究や人体より採取

した試料（血液，尿等）を用いる研究の

実施にあたっては，倫理的妥当性や科学

的合理性が求められるとともに，個人情

報等プライバシーに配慮することが不

可欠である.このため，「人を対象とする

生命科学・医学系研究に関する倫理指

針」（令和 3 年 3 月 23 日）に基づき，第

三者を含む委員から構成する倫理審査

委員会を設置し，開催状況，結果等につ

いては当研究所ホームページで公表し

てきた． 

令和元年度からは，外部の倫理審査委

員会を活用することとし，兵庫県薬剤師

会学術倫理審査会において行われた審

査結果を当研究所ホームページで公表

している． 

令和 4 年度は，該当する研究課題がな

かった． 

 

(3) 研究アドバイザーの設置 

最新の技術分野の補完や現場サイド

の観点からの多様な事例を踏まえた指

導・助言等を得るため，外部の有識者を

「研究アドバイザー」として委嘱した． 

令和 4 年度は，感染症学と食品関連等

の専門家の 2 名に指導，助言を依頼した． 

 

(4) 兵庫県立大学との連携 

兵庫県立大学（理学部及び環境人間学

部）と当研究所が取り組んでいる研究内

容・成果をより深く理解し，今後の研究

活動に役立てるため，合同で研究発表会

を開催した． 

令和 4 年度は，新型コロナウイルスの

影響によりオンラインによる研究発表会

を開催した． 

月日 合同研究発表会内容 

10.25 

○県立大学環境人間学部との研究発表会 
【研究発表】 
・「兵庫県における夏から秋の花粉の飛散状

況」 
健康科学部 小林 美幸 

・「ビタミン D と摂食調節ホルモン」 
県立大学環境人間学部 

准教授 金子 一郎 

【意見交換】 

出席者 73 名 

2.10 

○県立大学理学部との研究発表会 
【研究発表】 
・「兵庫県の温泉について」 

健康科学部 矢野 美穗 
・「細胞膜の特定の場所にタンパク質を配置

する機構」 
県立大学理学部 
准教授 衣斐 義一 
 

・「腸管病原性大腸菌 O45を原因とする食中
毒事例について」 
感染症部 齋藤 悦子 
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・「日本分析化学会近畿支部の取り組み  

-ぶんせき講習会-」 
県立大学理学研究科  
教授 安川 智之 

【意見交換】 
出席者 46 名 

 

(5)  オンライン文献検索システム

（JDream）の利用 

洋雑誌の高騰，予算縮減の中，研究に

必要な文献検索を十分に実施できるよ

う，専門図書購読に代え平成 17 年 4 月

より固定料金制のオンライン文献検索

システム（JDream）を導入している． 

令和4年度の検索実績は28回であった． 

 

3.1.4 情報発信・提供 

(1) 広報誌の発行 

広報誌「健科研リポート」を年 2 回発

行し，ホームページに掲載するとともに，

広く県民に情報提供を行った． 

当研究所の業務を県民に対して分か

りやすく解説するため，話題性を考慮し

た特集記事，トピックス，インフォメー

ションとして編集している． 

第 24号（令和 4年 8月発行）の特集で

は，“ダニ媒介感染症対策を！！”,トピ

ックスでは，“県内におけるキノコの食中

毒について”を掲載した． 

第 25号（令和 5年 3月発行）の特集で

は，“スギ・ヒノキ・カバノキ科花粉にご

注意ください”,トピックスでは，“新型

コロナウイルスの変異株サーベイランス

について”を掲載した． 

 

(2) ホームページの運営 

県民生活の安全と安心を守るため，調

査研究結果や感染症，食品，医薬品，飲

料水等に対する科学的・技術的情報につ

いて，ホームページを通じて広く県民に

提供している． 

令和 4 年度からは,兵庫県のホームペ

ージを活用して当研究所の情報を発信

することになったが,県民の関心が高い

感染症情報や花粉情報を検索しやすい

ように配置した. 

感染症情報は毎週（インフルエンザの

学校サーベイランス情報は毎日），ス

ギ・ヒノキ花粉飛散シーズン中の花粉情

報は毎日（シーズン外は毎週）更新し，

最新情報を迅速に提供した．また，研修

の受け入れなどの活動状況についても

掲載した． 

その結果，トップページへのアクセス

件数は 23,697 件で前年比 2.6 倍，“感染

症情報”は 68,009 件で前年比 1.3 倍，

“花粉情報”は 45,765 件で前年比 1.5

倍であった． 
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3.2 感染症部 

感染症部では,主として次の業務を所

管している． 

①「感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律」（以下「感染

症法」という．）に基づく病原体検査

や病原体サーベイランス,病原体の性

状等に関する調査研究 

②部内に設置している「感染症情報セン

ター」から新型コロナウイルス感染症

をはじめとした各種感染症患者の発

生動向等を県民や関係機関に提供 

③「食品衛生法」に基づく食中毒原因微

生物の特定や感染源調査など,行政ニ

ーズに基づいた様々な調査研究や情

報提供を行い，感染症対策や食中毒対

策等を科学的に支援している． 

具体的には， 

【新型コロナウイルス感染症の検査】 

令和 2年 1月から世界的な流行とな

り，本県でも 3 月 1 日に初めて感染が

確認された新型コロナウイルス感染

症の検査体制を迅速に整備し，PCR 法

による遺伝子検査を実施している． 

令和 5 年 3 月 31 日現在，累計で約

8 万 6 千件の検査を実施した． 

また，令和 3 年 1 月からは，PCR 法

による変異株検出のために迅速スク

リーニングを開始し，同年 3 月末には，

全ゲノム解析により変異株を同定す

る体制を整備し，令和 5 年 3 月 31 日

現在，累計で約 3 千 4 百件の解析を実

施した． 

【輸入感染症の侵入監視】 

オリンピックやワールドカップ等，

多くの人が集まるマスギャザリング

対策として，MERS（中東呼吸器症候群），

デング熱，ジカウイルス感染症，さら

には令和 4 年度からはエムポックス

など，散発する輸入感染症の検査体制

を整備している． 

【感染症情報センターによる情報提供】 

医療機関からの感染症患者発生報

告を疾病ごとに，地域や年齢別に集

計・解析した情報,病原体の検出結果，

インフルエンザ流行期の学校の欠席

状況及び新型コロナウイルスの検査

結果や変異株の状況等を週報・月報と

して取りまとめ，ホームページ等を活

用して県民や関係機関に情報提供し

ている． 

【薬剤耐性対策に係る調査・分析】 

WHOで世界的な課題とされている薬

剤耐性対策の一環として，腸内細菌，

結核菌，インフルエンザウイルス等の

薬剤耐性遺伝子の保有状況等の調

査・分析を行っている． 

【食中毒,感染症対策等への支援】 

食中毒事案発生時の原因微生物の

特定，麻しん，風しん，日本紅斑熱，

つつが虫病等の病原体検査を行うほ

か，依然として県内で 586 人（令和 3

年）もの患者が発生している結核対策

の一環として，結核菌の遺伝子型別

（VNTR）分析を行い，得られたデータ

を関係機関と共有して，感染源の追求

や感染経路の解析を支援している． 

【試験検査の信頼性確保】 

食品 GLP，感染症 GLP の遵守を徹底

するとともに，外部精度管理事業にも

参加し，各種微生物検査の信頼性確保

を図っている． 

 

3.2.1 調査研究 

(1) 感染症の原因となる病原体の迅速

検出をめざした新規検査手法の導入

に関する調査研究 

感染症の原因となる病原体を迅速

に検出し，治療につなげること，さら

に，その病原体を精査し，感染源・感

染経路を解明することは，公衆衛生上，

衛生研究所に課された重要な使命で

ある． 

そこで，平成 30 年 4 月の新築移転

に伴い整備した次世代シーケンサー

等の様々な検査機器を有効に活用し，

より迅速，正確で，かつ従来は確認で

きなかった病原体等も捕捉できる新

たな検査手法の確立を調査研究の目

的としている． 
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ア 次世代シーケンサー用いた新型コ

ロナウイルス（SARS-CoV-2）の変異株

ゲノム解析 

令和 4 年度に県内の患者から採取

された臨床検体を用いて，SARS-CoV-2

のゲノム解析を 1,479 件行った．系統

分類の結果，オミクロン BA.1 系統が

11 件，BA.2 系統が 369 件（25％），

BA.4系統が 4件,BA.5系統が 1,082件

（73％），組換え体 8 件，判定不能が

5 件であり，BA.5 系統に属する株が最

も多かった． 

4月から 6月まではオミクロン BA.2

系統が 279 件と最も多く検出された

が，7 月から 10 月までの第 7 波では

BA.5 系統が 673 件検出され主流とな

り，その他，BA.4系統が 4件，BA2.12.1

系統が 5 件，BA.2.75 系統が 1 件検出

された．11 月以降の第 8 波では，BA.5

系統や BA.2 系統の派生型や組換え体

などの多種多様な変異株が検出され

た．BA.2系統に属する 64件の内訳は，

BA.2.3.20 系統が 11 件，BA.2.75 系統

が 53件であり，BA.5系統に属する 326

件のうち，BF.7 系統が 51 件，BQ.1 系

統が 14 件，BQ.1.1 系統が 58 件であ

った．組換え体は 8 件のうち，XBB 系

統が 6 件，XBB.1.5 系統が 1 件であっ

た． 

イ 次世代シーケンサー用いたインフ 

ルエンザウイルスのゲノム解析 

令和 4年度に分離された AH3型ウイ

ルス株 44 株についてゲノム解析を行

った．ヘマグルチニン（HA）遺伝子（約

1,750 塩基）について系統樹解析を行

った結果，すべてが HA クレード

3C.2a1b.2a に属し，このうちサブク

レード 2bに属する株が 15株と最も多

く，2a.3a が 12 株，2a.1b が 9 株，

2a.3a.1 が 4 株，2a 及び 2a.1 が各 2

株の順に分類され，6 つのサブクレー

ドに属することがわかった． 

また，抗インフルエンザ薬であるバ

ロキサビルマルボキシルに耐性を示

すとされる PA蛋白質の 38番目のアミ

ノ酸の変異（I38T/M/F）を検索した結

果，すべての株について変異はみられ

なかった． 

ウ 大規模食中毒の原因と考えられた

腸管病原性大腸菌(EPEC)O45 のゲノ

ム解析 

令和 4 年度に管内で発生した腸管

病原性大腸菌(EPEC)O45による大規模

食中毒事例についてゲノム解析を実

施した． 

事例の中から代表 5 株を選別し，ラ

イブラリ作成，次世代シーケンサー

（MiSeq）によるシーケンスを実施し

た．MiSeq から出力されたショートリ

ード のクオリティコントロールには

Fastp，アセンブリには SPAdes を使用

した結果,それぞれの検体から 113 か

ら 130 個の配列からなるドラフトゲ

ノムが得られた． 

これらのドラフトゲノムを基に国

立遺伝学研究所が提供する解析パイ

プライン DFAST， Warwick Medical 

School や Center for Genomic 

Epidemiology が提供する種々の web

解析サービス等を利用し解析を進め，

以下の結果が得られた．血清型：

O45:H15，Clermont の系統発生群別：

B2，薬剤耐性遺伝子の有無：主要な耐

性遺伝子無し，MLST：ST8259（Achtman），

ST229048（HC50） 

これらの結果から解析した 5 株は

類似したゲノム構造を持っていると

考えられた． 

エ ノロウイルスによる集団胃腸炎事

例の遺伝子解析 

令和 4 年度に発生した集団胃腸炎

事例（食中毒・有症苦情を含む）14

事例のうち，ノロウイルス遺伝子が検

出された事例について，サンガー法を

用いて塩基配列を決定し，VP1 領域と

RdRp領域を含む遺伝子解析を行った．

解析が可能であった 8 事例のうち，

GII.2[P16]は 3 事例，GII.4[P16]は 3

事例，GII.4[P31]は 1 事例であった． 

GII.2[P16]は平成 28 年度に全国的
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な流行が見られた遺伝子型であり，本

県でも高頻度に検出されている．検出

された GII.2[P16]のうち 1 検体につ

いて，次世代シーケンサーを用いて

RNA-Seq 解析を行い，全塩基配列

（7,537 塩基）を解読した．得られた

塩基配列について BLAST 検索を行っ

たところ，令和 2 年に東京都で検出さ

れた株（LC646332）と 99.2％の相同

性を示した． 

オ 次世代シーケンサーを用いた重症

熱性血小板減少症候群（SFTS）の遺伝

子解析 

本研究では,兵庫県内の重症熱性血

小板減少症候群(Severe Fever with 

Thrombocytopenia Syndrome ： 以下

「SFTS」と略す．)の発生状況を把握

することを目的として，本ウイルスの

遺伝子型別及び全ゲノム解析を検討

した． 

令和 4 年度は，当研究所に令和元年

度から令和 4 年度に搬入された SFTS

の陽性患者(4人)から採取された各検

体(血液・血清等，4 検体)を用いて，

ヌクレオカプシドタンパク質遺伝子

のサンガー法シーケンシングによる

遺伝子型別解析，さらに L，M，S 分節

に対する次世代シーケンサーによる

全ゲノム解析法について検討した． 

A～F 型の遺伝子型を解析した結果，

当研究所に搬入された SFTS 陽性の 4

検体はすべて B 型と分類された． 

全ゲノム解析を目的として，L，M，

S 分節の遺伝子増幅を試みたが，増幅

がみられなかった． 

カ 急性弛緩性麻痺の原因となる非ポ

リオウイルスエンテロウイルスの検

査法の検討 

ポリオ様の麻痺を引き起こすエン

テロウイルスとして，エンテロウイル

ス A71，コクサッキーウイルス B，エ

ンテロウイルス D68 等が知られてい

る．型別の同定のため，ポリオウイル

スで開発された ECRA 法（efficient 

entire-capsid-coding-region 

amplification method）が非ポリオウ

イルスの解析に活用できるか検討を

行った．令和 4 年度はコクサッキーウ

イルス B5 について解析を行った．B

種のエンテロウイルスに対応するよ

うにプライマーを修正した結果，臨床

検体から高感度に検出でき，ゲノム解

析により，型別に用いる VP1 領域を含

む全カプシド領域の解読も可能であ

った． 

キ 薬剤耐性結核菌に関する研究 

令和 4年度に搬入された結核菌 127

株のピラジナミド耐性について，液体

培地による Wayne’s Assayを実施し，

陽性反応を示す株（ピラジナミド耐性

株）が 2 株検出された． 

 

(2) ヒト及び食品由来細菌の薬剤耐性

状況に関する調査研究 

兵庫県内で発生したカルバペネム

耐性腸内細菌目細菌（CRE）感染症患

者由来菌株の薬剤耐性遺伝子保有状

況調査に加えて，厚生労働科学研究

「ワンヘルスに基づく食品由来薬剤

耐性菌のサーベイランス強化のため

の研究」分担課題「全国地研ネットワ

ークに基づく食品およびヒトから分

離されるサルモネラ,大腸菌,カンピ

ロバクター等の薬剤耐性の動向調査」

に協力し，ヒト由来大腸菌，サルモネ

ラ属菌の薬剤感受性検査を実施した． 

ア CRE 感染症患者由来菌株の薬剤耐

性遺伝子保有状況調査 

CRE感染症として届出のあった患者

35 人から分離された K.aerogenes (旧
E.aerogenes) 17 株，E.cloacae 9 株，

K.pneumoniae 5 株，E.coli 1 株，

M.morganii 1 株 ,C. freundii 1

株,K.oytoca 1 株について,耐性遺伝

子検索を実施した．その結果，カルバ

ペネマーゼ遺伝子は IMP-6 が E.coli 1
株,K.pneumoniae 1 株及び K.oytoca 
1株から，また NDM-1がK.pneumoniae 
2 株及び E.cloacae 1 株から検出され

た．これらカルバペネマーゼ遺伝子保
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有株 6株のうち 4株は CTX-M型の基質

特異性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）

遺伝子も同時に保有しており，型別に

より CTX-M-15,CT-M2及び CTX-M-27と

判明した．  

イ 大腸菌及びサルモネラ属菌の薬剤

耐性調査 

令和 4 年度に収集したヒト由来大

腸菌 33 株及びサルモネラ属菌 2 株に

対して抗生物質 18 剤ついてディスク

拡散法による感受性試験を行った．そ

の結果，大腸菌 9 株及びサルモネラ属

菌 1株が 1剤以上の抗生物質に耐性を

示した． 

 

3.2.2 試験検査 

(1) 細菌等の検査 

ア 侵襲性肺炎球菌感染症感染源調査

（厚生労働省感染症流行予測調査） 

定期予防接種導入（PCV7/PCV13）に

よる侵襲性肺炎球菌感染症に対する

効果を確認するため，医療機関で分離

された肺炎球菌菌株について，血清型

別を実施した． 

令和 4 年度は 9 検体を精査し，小児 

由来の菌株は全てワクチン血清型

（PVC13）ではなかった． 

イ 結核菌の検査 

健康福祉事務所等から検査依頼が

あった 128 検体について遺伝子型別

（24Beijing 法）分析を行った． 

このうち，31 菌株が新たに同一遺伝

子型のクラスターを形成した．また，

主要な抗結核薬に対する薬剤感受性

試験を 1 菌株で実施し，全ての薬剤に

感受性があった．  

ウ 腸管出血性大腸菌感染症に係る依頼検

査 

健康福祉事務所等から依頼のあっ

た腸管出血性大腸菌 23 菌株（O157：

16 株，O26： 2 株，O111： 2 株,O91： 

2株,O121： 1 株）について血清型別，

毒素型別を実施した．さらに，広域関

連事例の検出に有用な MLVA 解析を実

施し，国立感染症研究所で行われた結

果と一致することを確認した． 

エ 食中毒（疑）発生時の細菌検査 

（ア）細菌性食中毒（疑）に対する食中

毒事例の検査  

健康福祉事務所が有症者及び食

品から分離したセレウス菌，黄色ブ

ドウ球菌，サルモネラ菌について，

エンテロトキシン試験，血清型別，

病原遺伝子検出を実施した． 

（イ）下痢原性大腸菌を原因とする食中

毒事例の検査 

当該食中毒一事例の原因を明ら

かにするため,有症者便及び調理従

事者便の検査を実施し,有症者 21名

及び調理従事者 2名から腸管病原性

大腸菌 O45 を検出した．これら 23

株と健康福祉事務所で食品から分

離された 1 株について H 血清型別,

パルスフィールドゲル電気泳動法

による型別を実施した． 

オ クドア（ヒラメ寄生虫）が原因と疑

われる食中毒（疑）の検査 

ヒラメの喫食後に発生した食中毒

（疑）（一過性の嘔吐下痢症）の一事

例について，原因を明らかにするため，

ヒラメ 2検体と患者便 5検体について，

寄生虫Kudoa septempunctataに係る

検査を行った．結果は全て陰性であっ

た． 

カ 輸入ナチュラルチーズのリステリ

ア菌の検査 

食品衛生監視指導の一環として，販

売店で収去された輸入ナチュラルチ

ーズ 12 検体について，リステリア菌

（L.+ monocytogenes）の検査を行っ

た．その結果，検体からリステリア菌

は検出されなかった． 

キ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症に

係る依頼検査 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症の

患者 2人から分離された 2菌株につい

て，国立感染症研究所に検査を依頼し

た．EMM 型等の詳細な解析により，国

内で優勢な溶血性レンサ球菌の型の

把握に活用された． 
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ク 侵襲性肺炎球菌感染症に係る依頼検

査 

侵襲性肺炎球菌感染症の患者 3 人

から分離された 3 菌株について，遺伝

子検査により血清型を同定し，ワクチ

ンに含まれる血清型との相違を明ら

かにした． 

ケ CRE 感染症に係る依頼検査 

CRE感染症の患者 35人から分離され

た 35 菌株（K. aerogenes 17 株，E. 
cloacae 9 株，K. pneumoniae 5 株等）

について，阻害剤による薬剤耐性スク

リーニング試験，薬剤耐性遺伝子の検

出及び型別試験を実施した． 

コ その他の細菌等の依頼検査 

（ア） ライム病疑い患者から採取した

血液を国立感染症研究所に送付し，

血清抗体検査及び病原体の遺伝子

検査を依頼した．結果は陰性であっ

た． 

（イ） バンコマイシン耐性腸球菌感染

症患者 1 人から分離された菌株に

ついて，菌種の確認と薬剤耐性遺伝

子の検出を行った． 

（ウ） その他，インフルエンザ菌 2 株

の莢膜型別，サルモネラ属 8 株の血

清型別，大腸菌 7 株の血清型別及び

病原遺伝子検出，セレウス菌 1 株の

毒素遺伝子検出を行った． 

 

(2) ウイルス及びリケッチアの検査 

ア 新型コロナウイルスの検査 

令和 4 年度，新型コロナウイルス感

染症（疑いを含む）患者延べ 8,763 人

から採取された喀痰，鼻咽頭ぬぐい液

等 8,763検体の PCR検査を行い，4,004

検体から新型コロナウイルスの遺伝

子を検出した．新規（疑いを含む）患

者の陽性率は 45．7％であった． 

イ インフルエンザ集団感染事例等に

おけるインフルエンザウイルスの検

査 

インフルエンザの流行初期，流行期

に小学校や保育所等においてインフ

ルエンザ様疾患患者が集団発生した

事例について，健康福祉事務所の依頼

により，インフルエンザウイルスの検

査を実施した． 

集団感染が発生した 1 施設から 10

検体が搬入され，すべての検体で AH3

型のインフルエンザウイルスが検出

された． 

ウ 感染症発生動向調査におけるイン

フルエンザウイルスの検査 

県内のインフルエンザの流行状況

を把握するため，指定提出機関で採取

された検体のインフルエンザウイル

ス検査を行った． 

（ア）検体の搬入 

20 か所の指定提出機関からイン

フルエンザの流行期を中心として，

84 検体が搬入された． 

（イ）検出状況 

搬入された咽頭又は鼻腔ぬぐい

液の検体のうち 83 検体から AH3 型

のインフルエンザウイルスが検出

された． 

エ 令和 4 年度新型インフルエンザウ

イルス系統調査・保存事業（厚生労働

省への協力事業） 

迅速なワクチンの生産や検査キッ

トの供給を可能とすることを目的と

して，新型インフルエンザウイルスの

出現が予測されるウイルス株のうち

ワクチン製造や検査キット等の作製

に必要な株を事前に収集し，トリのイ

ンフルエンザウイルスの分離を試み

た． 

冬季に県内のため池に飛来した水

鳥（ホシハジロ，ヒドリガモ等）の糞

便 100 検体について発育鶏卵法によ

りウイルス分離を試みた．その結果，

全ての検体からインフルエンザウイ

ルスは分離されなかった． 

オ 令和 4 年度新型インフルエンザウ

イルスの出現監視を目的とした感染

源調査（厚生労働省感染症流行予測調

査） 

新型インフルエンザウイルスの出

現監視を目的として，県内産の豚の鼻
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腔スワブからインフルエンザウイル

スの分離を行った．6 月から 3 月にか

けて毎月 10 頭，合計 100 頭から検体

を採取した． 

その結果，全ての検体からインフル

エンザウイルスは分離されなかった． 

カ 令和 4 年度日本脳炎感染源調査（厚

生労働省感染症流行予測調査） 

日本脳炎の発生を未然に予測し，そ

の予防対策を効果的に行うため，6 か

月未満の豚血清中の日本脳炎ウイル

スに対する赤血球凝集抑制（HI）抗体

を測定し，日本脳炎ウイルスの活動状

況を調査した．6 月から 9 月にかけて

県内飼育ブタから 8 回にわたり採血

し，1 回当たり 10 頭，合計 80 頭分の

血清を検査した． 

その結果，日本脳炎ウイルスの HI

抗体は検出されなかった． 

キ ロタウイルス感染症感染源調査（厚

生労働省感染症流行予測調査） 

定期予防接種導入による重症ロタ

ウイルス感染症に対する効果を確認

するため，医療機関で採取された感染

性胃腸炎患者検体について，病原体検

索を行った．令和 4 年度は 1 検体に検

査を行い陰性だった． 

ク 感染症発生動向調査における病原

体検査（インフルエンザウイルスを除

く） 

感染症の原因となる病原体の県内

の流行状況を把握するため，小児科定

点医療機関で採取された患者検体の

病原体検索を行った．令和 4 年度は

154 人の患者の咽頭ぬぐい液，髄液，

便等 201 検体の検査を行った． 

（ア）咽頭結膜熱 

27 人の患者のうち，14 人からア

デノウイルス 2 型，8 人からアデノ

ウイルス 1 型，2 人からアデノウイ

ルス 5型,1人からアデノウイルス 4

型が検出された． 

（イ）手足口病 

4 人の患者のうち，2 人からコク

サッキーウイルス A6 型が検出され

た． 

（ウ）RS ウイルス感染症 

79 人の患者のうち，78 人から RS

ウイルスが検出され，そのうち 44

人は A 型,34 人は B 型であった． 

（エ）感染性胃腸炎 

10 人の患者のうち，ノロウイルス

GⅡ.4 とアデノウイルス 41 型がそ

れぞれ 2 人から, アデノウイルス 2

型とパレコウイルス 1型がそれぞれ

1 人から検出された． 

ケ 蚊媒介感染症の検査 

デング熱，チクングニア熱，ジカウ

イルス感染症の流行地域に渡航歴が

あり，発熱，発疹等の症状を呈した患

者や渡航歴がなくてもこれらの疾病

が疑われる患者を対象として，健康福

祉事務所からの依頼により，リアルタ

イム RT-PCR 法による検査を実施した． 

疑い患者 1 人から採取された血液，

尿の 2 検体を検査した結果，これらの

病原体は検出されなかった． 

コ 日本紅斑熱及びつつが虫病リケッ

チアの検査 

県内で散発する日本紅斑熱の原因

リ ケ ッ チ ア で あ る Rickettsia 
japonica の抗体及び遺伝子検査並び

につつが虫病リケッチア(Orientia 
tsutsugamushi）の遺伝子及び 5 種の

抗原を用いた抗体検査を健康福祉事

務所等からの依頼により実施した． 

このうち，日本紅斑熱は 42 人から

採取された血清，痂皮等 109 検体及び

ダニ 1検体の計 110検体の検査を実施

し，11 人が陽性であった．また，つ

つが虫病は 34人 97検体及びダニ 1検

体の計 98 検体の検査を実施し，7 人

の陽性を確認した．PCR 増幅 DNA の塩

基配列から，2 人は Karp 型，2 人は

Kawasaki 型，3 人は Kuroki 型であっ

た． 

サ SFTS ウイルスの検査 

SFTS を疑う患者について，健康福

祉事務所等からの依頼により，31 人

から採取された血清等 40 検体及びダ
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ニ 1 検体の計 41 検体の遺伝子検査を

実施し，2 人から SFTS ウイルス遺伝

子が検出された． 

シ HIV のスクリーニング検査及び確

認検査 

HIV 抗体スクリーニング検査は，平

成 17 年度から健康福祉事務所におい

て即日検査が行われており，当研究所

はスクリーニング陽性となった検体

の確認検査や，職員の健康診断等のス

クリーニング検査を実施している．健

康福祉事務所の依頼により実施した

69 検体のうち，1 検体については確認

試験で陽性となった．残りの 68 検体

はスクリーニング検査で全て陰性で

あった． 

ス 市販生食用かきのノロウイルス検

査 

市販生食用かきのノロウイルスに

よる衛生上の危害を防止するため，流

行する 12 月から 2 月に試買調査を実

施した 15 検体について検査を実施し，

全て陰性であった． 

セ ウイルスによる集団嘔吐下痢症及

び食中毒（疑）事例の感染源，感染経

路調査 

県下でウイルス感染が疑われた集

団感染症事例や食中毒疑い事例につ

いて，原因病原体やその感染ルートを

解明するため，健康福祉事務所等から

の依頼により，ノロウイルス（NoV）

等の検査を実施した． 

（ア）発生状況 

ウイルス感染が疑われた 14 集団

嘔吐下痢症事例で採取された患者

便や推定原因食品などについて，原

因微生物追求のためのウイルス検

査を実施し，NoV が 8 事例で検出さ

れた． 

（イ）感染経路 

14 事例は全て食品等を介した感

染が疑われた事例であった． 

（ウ）感染源 

健康福祉事務所等から依頼され

た 14 事例由来の 122 検体（患者便

68 検体，調理従事者便 24 検体及び

拭き取り 30検体）について検査し，

8事例由来の 34検体から NoVが検出

された． 

（エ）遺伝子型別検査 

NoV 陽性の 8 事例の遺伝子グルー

プは，全て遺伝子グループⅡ（GⅡ）

の単独検出であった．遺伝子型別を

行ったところ，GⅡ.2 又は GⅡ.4 が

検出された． 

ソ 麻しんウイルスの検査 

健康福祉事務所からの依頼により，

発熱，発疹等の症状があり，麻しんが

疑われる患者 3 人（血液，咽頭ぬぐい

液等 8 検体）について，麻しんウイル

スの遺伝子検査を実施した．全て麻し

んウイルス陰性であった． 

タ 風しんウイルスの検査 

風しん排除に向けた取組の一環と

して，健康福祉事務所からの依頼によ

り，風しん疑い患者 2 人（血液，咽頭

ぬぐい液等 7 検体）について遺伝子検

査を実施した．全て風しんウイルス陰

性であった． 

チ 小児の原因不明の急性肝炎等の検

査 

健康福祉事務所・県感染症対策課か

らの依頼により，小児の急性肝炎患者

6 人，心嚢炎患者 1 人の血液，咽頭ぬ

ぐい液，尿，便等 30 検体について，

アデノウイルス，エンテロウイルス，

パレコウイルス等の病原体検索を実

施した．その結果，7人の患者のうち,3

人からヒトヘルペスウイルス 6 型,1

人からヒトヘルペスウイルス 7 型,1

人からライノウイルス, 1 人 EB ウイ

ルスが検出された. 

ツ エムポックスウイルスの検査 

健康福祉事務所からの依頼により，

エムポックス疑い患者 1 人（病変部ス

ワブと痂皮の 4 検体）について遺伝子

検査を実施した．全てエムポックスウ

イルス陰性であった． 

 

(3) 県感染症情報センター 
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ア 感染症発生動向調査週報患者情報分

析 

県内の感染症発生動向を把握する

ため，感染症法及び「兵庫県感染症予

防計画」に基づく感染症発生動向調査

が継続的に実施されている． 

当研究所は基幹地方感染症情報セ

ンターとして，政令市を含む県下の医

療機関からの感染症患者情報を分析

し，週報として健康福祉事務所・保健

所，市町，医師会，医療機関等に還元

すると共に，ホームページを通じて広

く県民に公開している． 

感染症法の対象疾病のうち，全数把

握の疾病（88 疾病・新型コロナウイ

ルス感染症を含む）は県内全ての医療

機関から，定点把握の週報対象疾病に

ついては，インフルエンザ（鳥インフ

ルエンザ及び新型インフルエンザ等

感染症を除く）が県下 199 定点から，

小児科対象の 11 疾病（令和 5 年 5 月

8日～新型コロナウイルス感染症を含

む）が 129 定点から，眼科対象の 2 疾

病が 35 定点から，病院対象（基幹定

点）の 5 疾病が 14 定点から，毎週，

健康福祉事務所・保健所設置市を通じ

て報告される． 

令和 4 年は，全数把握の疾病延べ

1,204,638 人（新型コロナウイルス感

染症 1,202,985 人含む），定点把握の

週報対象疾病延べ 46,459 人の患者報

告があり，毎週これらのデータを集計，

解析して各種感染症の動向に関する

コメント及びグラフ等を掲載した週

報を 52 報発行した． 

イ 感染症発生動向調査月報患者情報分

析 

上記の週報対象疾病と同様に，月報

対象疾病についても情報分析を行っ

ている．定点把握の月報対象疾病は，

性感染症の 4疾病が県下 46定点から，

病院対象（基幹定点）の 3 疾病が 14

定点から毎月，健康福祉事務所・保健

所を通じて報告される． 

令和 4 年は，定点把握の月報対象疾

病延べ 2,542 人の患者報告があり，毎

月各疾病の発生状況を分析して，コメ

ント及びグラフ等を掲載した月報を

12 報発行した． 

ウ 感染症発生動向調査年報患者情報分

析 

感染症法の対象疾病である一類か

ら五類感染症，新型インフルエンザ等

感染症及び指定感染症の合計 112 疾

病（全数把握 88 疾病，定点把握 26 疾

病）について，週報及び月報で報告し

た患者発生状況を取りまとめ，週別/

月別，保健所別，年齢階級別の患者数

等にコメントを付けて，年報として編

集している． 

令和 3 年の兵庫県感染症発生動向

調査事業年報は，令和 4 年末に冊子と

して発行し，健康福祉事務所・保健所，

市町，医師会や医療機関等に配布する

とともに，ホームページに掲載して広

く県民に情報提供した． 

エ インフルエンザ情報センターから

の情報提供 

新型インフルエンザ（H1N1）流行対

策の検証委員会の提言に基づき，イン

フルエンザに関する情報を一元的に

管理提供するため，学校サーベイラン

ス，医療機関情報及び広域・救急医療

情報の 3 つのシステムのポータルサ

イトを県の感染症情報センターホー

ムページ上に設け，感染症発生動向調

査情報との一体的な情報提供を図っ

た． 

 

(4) 外部精度管理 

令和 4 年度は厚生労働省が実施し

た外部制度管理事業の課題 1（新型コ

ロナウイルスの次世代シーケンサー

(NGS)による遺伝子の解読・解析及び

課題 3（コレラ菌）に参加し，良好な

結果が得られた． 

 

(5) 受託及び共同研究 

ア 感染症媒介蚊発生動向調査 

県感染症対策課の依頼に基づき，蚊
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媒介感染症対策の基礎資料とするこ

とを目的とした媒介蚊の定点モニタ

リング調査を 7 月から 10 月の 4 回,

当研究所敷地内で実施した． 

その結果，コガタアカイエカが 117

頭，ヒトスジシマカが 51 頭，アカイ

エカが 34頭，シナハマダラカが 31頭，

オオクロヤブカが 1 頭捕集された． 
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3.3 健康科学部 

健康科学部では，当研究所における理化

学分野の業務を担当し，主に次の 5 項目に

関する調査研究，試験検査及び研修指導を

行い，県民の安全で安心な生活を確保する

ための施策の推進に寄与している． 
①食の安全と安心の確保のための調査

研究  
②医薬品の規格及び不正使用に関する

調査研究 
③水道水の安全性確保に関する調査研

究 
④温泉に関する調査研究 
⑤花粉飛散量や環境放射能の調査研究 
食品の試験検査は，主に「兵庫県食品

衛生監視指導計画」に基づく収去検査で

ある．農産物や食肉中の残留農薬，残留

動物用医薬品，食品中の食品添加物やア

レルギー物質，さらに遺伝子組換え食品

及び家庭用品中の有害物質等について調

査研究を行った． 
医薬品の試験検査は医薬品等一斉監視

指導の後発医薬品品質確保対策に基づい

て実施した．また，ジェネリック医薬品品

質情報検討会に係る医療用医薬品試験とし

て後発医薬品の溶出試験を行った． 
水道原水及び水道水の試験検査につい

ては，「兵庫県水道水質管理計画」に基

づく水質監視地点の検査及び市町からの

依頼検査等を行った．また，県内の水質

検査機関の外部精度管理調査を実施した． 
温泉の試験検査は，温泉に含まれる成

分及び可燃性天然ガス（メタン）を対象

項目として実施した． 
突発的な食品や飲料水の事件や事故等

が発生した場合は，日常業務や調査研究

等で培った試験検査技術を駆使して検査

や必要なデータ提供ができる体制を整え

ている． 
県のアレルギー疾患対策の一環として，

花粉症予防のためにスギ・ヒノキの花粉

飛散時期には毎日，それ以外の時期は 1
週間単位で飛散花粉数を測定し，ホーム

ページ等で情報発信した． 
放射能に関わる調査として，原子力規

制庁からの委託事業である「環境放射能

水準調査」を実施した． 
研修指導については，健康福祉事務所

検査担当者等を対象に実施した． 
なお，以下の調査研究は，国，全国の

地方衛生研究所等の関係機関にも情報提

供しており，科学的根拠に基づく行政の

推進に貢献している． 
 
3.3.1 調査研究 

(1) LC-MS/MS を用いた自然毒成分の検査

方法の確立 

自然毒による食中毒は全国で年間数

十件程度発生しており，そのうち約 6 割

が植物性，残りの約 4 割が動物性のもの

である．植物性の自然毒としては，キノ

コや野草，園芸植物等によるものがあり，

動物性のものには，貝毒やフグ毒，熱帯

性魚類の毒などがあるが，理化学検査に

おいて厚生労働省が公定法を通知して

いる物質は非常に少ない．本研究では

LC-MS/MS（高速液体クロマトグラフ/タ

ンデム質量分析装置）を用い，分析未検

討である植物性及び動物性自然毒の分

析法を検討し，食中毒の原因となる自然

毒の検査方法の確立を目的とした． 

令和 4年度は，スイセンの有毒成分で

ありリコリンとともに含有されること

が多く，分析未検討であったガランタミ

ンの分析法を検討した．その結果，トリ

クロロ酢酸を加えたメタノールで抽出

し，固相抽出カラムで精製を行うことで

LC-MS/MSによるリコリン，ガランタミン

の分析が可能であった．この分析条件を

用いて，令和 4 年度地域保健総合推進事

業近畿ブロック精度管理事業における，

模擬食品（カレー）中のリコリンの濃度

試験に適用し，良好な結果が得られた． 

 

(2) 農畜産品中のカビ毒類の迅速分析法

の検討 

カビ毒類は，ヒトに発がん性など健康

被害を及ぼす有害物質であり，産生され

たカビ毒の除去は困難であることから，

食品中の汚染は食品衛生上大きな問題
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である．近年，カビ毒のリスク評価が進

められる中，カビ毒の前駆体などが体内

で有毒成分に変化するため問題視され

るなど，危害防止のためには，これらも

含めた幅広い種類のカビ毒に対応した

高精度で迅速な検査が重要となる． 

このため，本研究では多種類のカビ毒

を対象に LC-MS/MS を用いて農畜産品か

らの分析法を検討し，カビ毒類を確実，

迅速に検知することを目的とした． 

令和 4年度は，類縁体を含む 9 種類の

トリコテセン系カビ毒と関連物質につ

いて LC-MS/MS における測定条件を検討

し，いずれも分析法に適用可能な条件が

得られた． 

 
(3) 違法薬物の迅速検査法に関する研究 

健康食品に違法な医薬品成分が添加

される無承認無許可医薬品や危険ドラ

ッグ等の違法薬物に対しては，「医薬品,
医療機器等の品質,有効性及び安全性の

確保等に関する法律」や県の「薬物の濫

用の防止に関する条例」に基づく規制等

により，取締りに一定の効果は見られて

いる．しかし，販売方法はインターネッ

トや SNS 等を悪用して巧妙化・潜在化し

ているため，乱用者の根絶には至ってお

らず，厳重な警戒を継続している状況に

ある． 
このため，含有成分の究明に資する調

査研究が必要不可欠であり，本研究にお

いて違法薬物の迅速な検査体制を構築

し，疑わしい商品の試験検査に対応し，

県内の徹底した指導,取締りに寄与した． 

令和 4 年度は，非破壊分析が可能な

FT-IR（フーリエ変換赤外分光光度計）

を用いて違法薬物の FT-IR スペクトル

を解析し，未知物質推定の可能性につい

て調査した．本研究の結果，異性体の識

別に有用な事例があることがわかった．

また，FT-IR は GC/MS や LC/MS とは異な

る測定原理であるため，これらの測定デ

ータと併用することで，危険ドラッグに

添加された指定薬物を推定する際の精

度向上につながると考えられる． 

 
(4) 水道水及び原水中の逐次改正対象項

目及び要検討項目等の分析法に関する

研究 

水道法で規定されている水道水質基準

は，水道水として必ず適合すべき「水質

基準項目」の他に「水質管理目標設定項

目」，「要検討項目」があり，最新の科学

的知見に基づき逐次見直しが行われてい

る．このような国等の動向に注視し，逐

次改正に遅滞なく対応するとともに，飲

料水の安全確保の裏付けとなる水道水及

び原水の平時の依頼検査，水質危機管理

時の原因究明のための試験検査等を高精

度かつ迅速に行うための分析法の検討等

を行うことを目的とした． 

令和 4 年度は，①管理目標設定項目の

農薬類の既存の一斉分析法（LC-MS/MS）

に逐次改正で新規設定されたイプフェン

カルバゾンの項目を追加，②グリホサー

ト，アミノメチルリン酸(AMPA)及びグル

ホシネートの一斉分析法について，厚生

労働省の通知法（別添方法 22：誘導体化-

固相抽出-LC-MS/MS法）から固相抽出を省

略 し た 迅 速 か つ 簡 便 な 誘 導 体 化

-LC-MS/MS法の検討，③管理目標設定項目

のペルフルオロオクタンスルホン酸，ペ

ルフルオロオクタン酸，要検討項目のペ

ルフルオロヘキサンスルホン酸を含む 15

種類の有機フッ素化合物について，通知

法より試料量を少量にして濃縮倍率を下

げた簡易な固相抽出-LC-MS/MS 法を検討

し妥当性評価を行った． 

 

(5) LC-MS/MS を用いた動物用医薬品の迅

速分析法の開発 

動物用医薬品は，家畜の疾病の治療，

予防を目的として使用されているが，適

切に使用されないと食品中に残留し，摂

取によりヒトへの健康影響が懸念され

る．現在も新規動物用医薬品の開発が行

われていることや食の嗜好の多様化に

より，今後食の安全において予測困難な

リスクが発生する可能性がある．そのた

め，危機事案に際して，より迅速に対応
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可能な検査体制の整備が重要と考えら

れる． 

そこで本研究では LC-MS/MS による畜

水産物中の動物用医薬品を迅速かつ簡

便に検出するような分析法の開発を目

的とした． 

令和 4 年度は，オキシテトラサイクリ

ンなど 24 種の抗菌性物質について

LC-MS/MS における測定条件を検討し，

添加回収試験を実施した．その結果，良

好な結果が得られたため，実試料に適用

可能と思われた． 
 
3.3.2 試験検査 

(1) 食品検査 

「兵庫県食品衛生監視指導計画」に基

づき，県内に流通する食品等について，

基準に適合しないものがないか試験検

査を実施し，食品衛生行政の推進に寄与

した． 

ア 穀類，野菜，果実等の残留農薬試験 

健康福祉事務所が収去した 105 検

体（国産品 88 検体，輸入品 17 検体）

について,1 検体あたり農薬 295 種及

び代謝物 5 種の合計 300 種，検査項目

数は計 31,500 項目の検査を行った． 

国産品からは延べ 62 種，輸入品か

らは延べ 24 種の農薬あるいは代謝物

が検出された（複数の検体で検出され

る農薬等がある）．なお，県内産のし

ゅんぎく 1 検体から一律基準を上回

るダイアジノンが検出されたが，その

他の検体からは残留基準及び一律基

準を超過する農薬等の残留は認めら

れなかった． 

イ 国産食肉の残留農薬試験 

食肉衛生検査センターが収去した

国産食肉 12 検体（牛肉，豚肉，鶏肉

それぞれ 4 検体）について，農薬 194

種及びその代謝物 6 種の合計 200 種，

検査項目数計 2,400項目の検査を行っ

た．その結果，農薬等は全ての検体か

ら検出されなかった． 

ウ 輸入畜水産食品の残留医薬品試験 

健康福祉事務所が収去した輸入食

肉 15 検体（牛肉，豚肉，鶏肉それぞ

れ 5 検体）及び輸入えび 14 検体につ

いて， 24 種（牛肉は 26 種）検査項

目数計 706 項目の残留医薬品の検査

を行った．その結果，全ての検体で医

薬品の残留は認められなかった． 
エ 国産食肉の残留医薬品試験 

食肉衛生検査センターが収去した

国産食肉 25 検体（牛肉 5 検体，豚肉

10 検体，鶏肉 10 検体）について，抗

菌性物質 18 種及び内寄生虫用剤 2 種

を検査対象とし，各検体に指定された

計 459項目について検査を行った．そ

の結果，全ての検体で医薬品の残留は

認められなかった． 
オ 輸入かんきつ類の防かび剤試験 

健康福祉事務所が収去した輸入か

んきつ類 10 検体（オレンジ 3 検体，

グレープフルーツ 4 検体，レモン 3 検

体）について，防かび剤 4 種類，検査

項目数計 40 項目の検査を行った．オ

ルトフェニルフェノール及びオルト

フェニルフェノールナトリウム並び

にジフェニルは全ての検体から検出

されなかった．イマザリルは 8 検体か

ら，チアベンダゾールは 6 検体から検

出されたが，基準値を超えるものはな

かった． 

カ 輸入食品における指定外添加物等

の試験 

健康福祉事務所が収去した輸入食

品（菓子類，ジャム，麺類，果実缶詰，

飲料等）40 検体について，着色料 40

種類（指定外 28種類及び指定 12種類），

パラオキシ安息香酸メチル（指定外保

存料），ソルビン酸（使用基準のある

保存料），TBHQ（指定外酸化防止剤）

及びサイクラミン酸（指定外甘味料），

検査項目数計 440 項目の検査を行っ

た．その結果，全ての検体は日本の基

準に適合していた． 

キ 米の成分規格試験 

健康福祉事務所が収去した県内産

の新米 14 検体の玄米について，ICP

発光分光分析装置を用いてカドミウ
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ムの含有量を測定した．その結果，基

準を超えて検出されるものはなかっ

た． 
ク 遺伝子組換え食品試験 

健康福祉事務所が収去した遺伝子

組換えの表示が無いダイズ穀粒 10 検

体について，除草剤耐性 3 遺伝子，検

査項目数計 30 項目の検査を行った．1

検体は，定量 PCR による検査で 3 遺伝

子の含有率は 5％以下であり，他の 9

検体は定量下限値(0.10％)未満であ

った． 

ケ アレルゲン（特定原材料）を含む食

品の試験 

健康福祉事務所が収去した米菓 5

検体について，アレルゲン（小麦）を

検査した．その結果は，全て陰性であ

り，表示基準に適合していた． 

コ 器具・容器包装の規格試験 

健康福祉事務所が収去したガラス

製品及び陶磁器製品各 10 検体，合計

20 検体の容器等について，鉛及びカ

ドミウムの溶出試験（検査項目数計

40 項目）を行った．その結果，全て

規格基準値の 1/10 未満であり，基準

に適合していた． 
 
(2) 農畜水産物検査 

ア 貝毒検査 

兵庫県海域における二枚貝等の食

品としての安全性を確保するため，県

農林水産部水産漁港課の依頼により，

兵庫県沿岸産貝類の麻痺性貝毒につ

いて，マガキ 34 検体，イワガキ 16 検

体，アサリ 13 検体，アカガイ 1 検体，

合計 64 検体の検査を行った．試験結

果は，令和 4 年 4 月に採取したアサリ

4 検体から最大 7.2 MU/g 及び令和 4

年 12 月に採取したマガキ 2 検体から

最大 3.8 MU/g の麻痺性貝毒を検出し

た（規制値：4 MU/g）．その他の検体

からは麻痺性貝毒は検出されなかっ

た（検出限界値：2.0 MU/g）． 

 

(3) 家庭用品検査 

ア 家庭用品（繊維製品）のホルムアル

デヒド試験 

一般消費者の生活に供される家庭

用品のうち，健康福祉事務所が試買し

た繊維製品（よだれ掛け，下着，外衣，

帽子，寝衣等の乳幼児衣類等）10 検体

について，皮膚に障害を起こすホルム

アルデヒドの検査を行った．その結果，

すべて基準に適合していた． 

 

(4) 水道水質検査 

水道法に基づく水質基準項目検査の

ほか兵庫県水道水質管理計画に基づく

監視地点の水道水及びその原水の水質

監視を行い，県施策「水道水の安全性確

保」の推進に寄与した． 

ア 水道水質基準項目等の試験検査 

県内市町水道事業者等からの依頼

として，水質基準 51 項目と水質管理

目標設定 27 項目（うち農薬類 115 種

類），その他要検討項目等計 87 検体，

1,523 項目の検査を実施した． 

それらの検査の結果は，全て水道水

の基準値及び目標値以下であった． 

イ 健康福祉事務所からの依頼検査 

健康福祉事務所からの依頼により，

水道水質基準項目検査（51 項目）の

うち，検査対応できないものについて

44 検体，842 項目の検査を実施した．

その結果，全ての検体で基準値以下で

あった． 
ウ 水道水質検査機関に対する外部精

度管理 

本県では，県内の水道水質検査実施

機関及び関係行政機関が協議調整を

行い，水道水質管理を円滑に実施し，

より安全で良質の水道水を供給する

ために兵庫県水道水質管理連絡協議

会を設置している．この協議会の中に

精度管理委員会が置かれており，兵庫

県水道水質検査精度管理実施要綱に

基づき，当研究所が精度管理実施機関

として県下の水道水質検査機関に対

し，信頼性確保のため，毎年外部精度

管理調査を実施している． 
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令和 4 年度は基準項目のうち，亜硝

酸態窒素と塩化物イオンを調査項目

とし，20 機関の参加を得た．亜硝酸

態窒素と塩化物イオンの混合溶液を

調査試料として配布し，各機関から提

出された全データの統計解析の作業

を行い，全機関と各機関の評価を行っ

た．その結果，亜硝酸態窒素の項目に

おいて 1 機関が精度不良であった．解

析時のピークの確認不足，検量線の調

製方法等に課題が認められたが，改善

措置後に検査精度は良好であること

が確認された．これらの実施結果は報

告書として取りまとめ，精度管理実施

全機関に報告した． 
 

(5) 空中飛散花粉の観測と情報の提供 
県下 4 か所の健康福祉事務所（宝塚，

龍野，豊岡，洲本）及び当研究所の 5 観

測点で，春季のスギ・ヒノキ花粉飛散期

間及び秋季のキク科花粉飛散期間を中

心に，大気中の飛散花粉の通年観測を実

施した．調査対象は，花粉症の有病率が

高いスギ，ヒノキ，カバノキ科，ブタク

サ及びヨモギの花粉とした． 

春季については，各観測地点の毎日の

花粉飛散状況を当研究所で取りまとめ，

県感染症対策課，健康福祉事務所及び近

畿花粉情報センターに情報提供した．秋

季については，各観測点で週単位に捕集

した花粉試料を当研究所で判別し，測定

値をまとめ，県感染症対策課，健康福祉

事務所に毎週情報配信した．また，当研

究所ホームページでも一般公開し，花粉

飛散状況について広く情報発信した． 

加古川市内における令和 4 年春季の

スギ・ヒノキ花粉では，飛散開始日が 2

月 26 日，飛散終了日が 5 月 6 日で，こ

の期間中に当研究所で観測した飛散花

粉数は，スギ 789.8（個/cm2），ヒノキ

1854.7（個/cm2）であった．また，秋季

ではブタクサが 8 月下旬から 12 月中旬

まで，ヨモギも 8 月下旬から 12 月中旬

まで観測された．これらの期間中に当研

究所で観測した飛散花粉数は，ブタクサ

25.8（個/cm2），ヨモギ 51.8（個/cm2）

であった． 

 
(6) 医薬品・医療機器等一斉監視指導に

おける試験 

医薬品等一斉監視指導の後発医薬品

品質確保対策として，市場に流通してい

る医薬品の溶出試験を実施した．令和 4

年度は精神安定剤 10 検体及び副腎皮質

ホルモン・抗ヒスタミン配合剤 1 検体の

溶出規格試験を行った．  
 
(7) 危険ドラッグ等試験 

県内で一般販売される危険ドラッグ

の疑いのある製品について，指定薬物

（合成カンナビノイド等）の検査を迅速

に行う体制を継続しているが，令和 4

年度は当該検査事例がなかった． 
 
(8) 温泉分析 

ア 温泉の成分分析 

温泉法の規定により，温泉を公共の浴

用又は飲用に供する者は，利用許可申請

時及び 10 年ごとに温泉成分分析を受け，

その結果に基づき施設内の見やすい場

所に温泉の成分や入浴上の注意等を掲

示することになっている． 

当研究所は温泉法に定められた登

録分析機関であり，令和 4 年度は県内

事業者から 4 件の依頼を受け，環境省

が定めた鉱泉分析法指針に基づき成

分分析を実施した． 

イ 可燃性天然ガス(メタン)濃度の測定 

温泉法では，可燃性天然ガスによる災

害防止のため，登録分析機関等で温泉水

の可燃性天然ガス（メタン）濃度を測定

し，濃度に応じて措置を講じる必要があ

る． 

令和 4 年度は，県内事業者から 3 件の

依頼があり，環境省告示法に基づき試験

を行った． 
 
(9) その他外部からの委託・依頼等を受

けた試験及び調査研究等 
ア ジェネリック医薬品品質情報検討会
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に係る医療用医薬品試験 

厚生労働省から委託を受け，当研究所

を含む 10 都府県と国立医薬品食品衛生

研究所及び国立感染症研究所で構成さ

れるジェネリック医薬品品質情報検討

会製剤試験 WG において後発医薬品の品

質を確認するため，溶出試験を行った． 

令和 4 年度は，骨粗鬆症治療剤 8 製剤

について，4 種の試験液（pH 1.2，pH 3.0

～5.0 のいずれか，pH 6.8 及び水）を用

いて先発製剤との溶出挙動の類似性を

調査して報告した． 

 

イ 環境放射能水準調査 

原子力規制庁から委託を受け，県内で

採取した環境試料（雨水，降下物，大気

浮遊塵，土壌，上水等）94 検体及び食

品（魚類，牛乳，米，野菜等）5 検体に

含まれる人工放射性核種の測定を実施

した．結果は，令和 4 年度の測定におい

て異常は認められなかった． 

ウ 保健所設置市からの食品等の依頼検

査 

（ア） 菓子，ジャム等の輸入食品 4 検

体について，パラオキシ安息香酸メ

チル（指定外保存料）及びソルビン

酸（使用基準のある保存料）の試験

を行った．  

（イ） 果実缶詰等の輸入食品 4 検体に

ついてサイクラミン酸（指定外甘味

料）の試験を行った．  

（ウ） 茶わん，コップ等の陶磁器製及び

ガラス製の器具・容器包装 4 検体に

ついて，鉛及びカドミウムの溶出試

験（検査項目数計 8 項目）を行った． 

（エ） 輸入豚肉 1 検体について，テト

ラサイクリン類 4 種を含む合計 24

種の残留医薬品の試験を行った． 

（オ） 菓子，即席麺の輸入食品 4 検体

について TBHQ（指定外酸化防止剤）

の試験を行った． 

エ 医薬品・医薬部外品の製造販売承認審

査における専門的評価 

県薬務課から依頼を受け，県知事に製

造販売承認申請された医薬品 3 品目及

び医薬部外品 4 品目について，規格及び

試験方法並びに安定性試験に関する資

料の妥当性に係る専門的評価を実施し

た． 

オ 兵庫県立大学環境人間学部先端食科

学研究センターとの共同研究 

（ア） 「ミネラルに着目した透析患者

のサルコペニア予防のための新規

栄養療法開発」 
食品中のカルシウム，リン，マグ

ネシウムの定量を誘導結合プラズ

マ（ICP）発光分光分析装置を用い

て実施した． 
（イ） 食素材の有効成分探索と細胞構

造解析による機能性解析「兵庫県食

素材のミネラル類含有量から

DASH 食の可能性を探る」 
兵庫県食素材のミネラル量（カリ

ウム，マグネシウム，カルシウム，

鉄，亜鉛）を誘導結合プラズマ（ICP）
発光分光分析装置を用いて定量し

た． 
 
(10) 外部精度管理 

（一財）食品薬品安全センターが実施

する食品衛生外部精度管理調査に参加

し，重金属検査（玄米粉中のカドミウム

の定量）及び食品添加物検査Ⅱ（果実ペ

ースト中のソルビン酸の定量）について

良好な結果が得られた．また，国立医薬

品食品衛生研究所が実施する遺伝子組

換え食品検査（安全性未審査の遺伝子組

換えパパイヤ）の外部精度管理調査に参

加し，良好な結果が得られた．さらに，

厚生労働省が実施する都道府県衛生検

査所等における外部精度管理を目的と

した技能試験（カルベジロール錠の定量

法及び純度試験）に参加した． 
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4 試験検査の概要 

4.1 行政検査件数（感染症部） 

試 験 検 査 項 目 
感染症部検査件数 

件数(患者数*) 検体数 

細
菌
等
の
検
査 

結 核 菌 の 遺 伝 子 型 別 等 の 検 査 128 128 

侵 襲 性 肺 炎 球 菌 感 染 症 の 検 査 13 13 

腸 管 出 血 性 大 腸 菌 感 染 症 の 検 査 23 23 

劇 症 型 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 感 染 症 の 検 査 2 2 

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症の検査 35 35 

輸入ナチュラルチーズのリステリア菌検査 16 16 

クドアセプテンプンクタータ等寄生虫の検査 12 12 

そ の 他 97 97 

小  計 326 326 

ウ
イ
ル
ス
及
び
リ
ケ
ッ
チ
ア
の
検
査 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 検 査 8,763 8,763 

イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス の 検 査 89 89 

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 系 統 調 査 ・ 

保 存 事 業 （ 水 鳥 の 糞 便 ） 
100 100 

新型インフルエンザウイルス感染源調査（豚鼻腔） 100 100 

日 本 脳 炎 感 染 源 調 査 （ 豚 血 清 ） 80 80 

日 本 紅 斑 熱 リ ケ ッ チ ア の 検 査 42 110 

つ つ が 虫 病 リ ケ ッ チ ア の 検 査 34 98 

重 症 熱 性 血 小 板 減 少 症 候 群 （ S F T S ） 

ウ イ ル ス の 検 査 
31 41 

H I V の ス ク リ ー ニ ン ク ﾞ 検 査 及 び 確 認 検 査 69 69 

市 販 生 食 用 か き の ノ ロ ウ イ ル ス 検 査 15 15 

ウ イ ル ス に よ る 集 団 嘔 吐 下 痢 症 及 び 

食中毒（疑）事例の感染源，感染経路調査 
156 156 

ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症 感 染 源 調 査 

（ 厚 生 労 働 省 感 染 症 流 行 予 測 調 査 ） 
1 1 

麻 し ん ウ イ ル ス の 検 査 3 8 

風 し ん ウ イ ル ス の 検 査 2 7 

原 因 不 明 の 急 性 肝 炎 の 検 査 6 28 

エ ム ポ ッ ク ス の 検 査 1 4 

感 染 症 発 生 動 向 調 査 に お け る 病 原 体 検 査 154 201 

そ の 他 7 15 

小  計 9,653 9,885 

合      計 9,979 10,211 
*臨床検体の場合 
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4.2 行政検査件数（健康科学部）  

試 験 検 査 項 目 
   健康科学部検査件数 

検体数   検査項目数 

  水 質 検 査※)  46 件 868 項目 

食
品
等
の
理
化
学
的
検
査 

穀物，野菜等の残留農薬試験 105 31,500 

器具・容器包装の規格試験 20 40 

米 の 成 分 規 格 試 験 14 14 

輸 入 食 品 の 添 加 物 試 験 40 440 

輸入かんきつ類の防かび剤試験 10 40 

家 庭 用 品 の 試 買 試 験 10 10 

遺 伝 子 組 換 え 食 品 試 験 10 30 

アレルゲンを含む食品試験 5 5 

国 産 食 肉 の 残 留 農 薬 試 験 12 2,400 

国産食肉の残留医薬品試験 25 459 

輸入食肉の残留医薬品試験 15 370 

輸入魚介類の残留医薬品試験 14 336 

貝 毒 検 査 64 64 

小  計 344 35,708 

医
薬
品 

等
検
査 

医 薬 品 検 査 19 228 

危 険 ド ラ ッ グ 検 査 0 0 

小  計 19 228 

そ
の
他 

の
検
査 

花 粉 飛 散 状 況 調 査 391 10,557 

環 境 放 射 能 水 準 調 査 99 201 

小  計 490 10,758 

合      計 899 47,562 
        

※) 一般依頼検査の検体のうち，県水道水質管理計画に基づき，県が検査実施主体となって 

いる 2 検体 26 項目を含む． 
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4.3 一般依頼検査項目別手数料 

名       称 
単 価 

（円） 

検査件数（件） 
金 額 

（円） 
感染

症部 

健康科

学部 

計 

水

質

検

査

料 

理

化

学

的

検

査 

簡 易 な 方 法 に よ る 検 査 1成分 520 0 13 13 6,760 

一般的な方法によ る検査 1成分 3,200 0 179 179 572,800 

精

密

な

方

法

に

よ

る

検

査 

AAS 又は ICP による検査 
1試料 5,800 0 14 14 81,200 

1成分 4,000 0 169 169 676,000 

P T－G C／M S，P T－G C 1試料 8,400 0 47 47 394,800 

HS－GC／MS による検査 1成分 3,100 0 165 165 511,500 

固相抽出－GC／MS 又は 1試料 10,500 0 38 38 399,000 

固相抽出－GC による検査 1成分 6,000 0 404 404 2,424,000 

固相抽出－HPLCによる検査 
1試料 

1成分 

10,500 

7,100 

0 143 143 1,501,500 

0 222 222 1,576,200 

溶媒抽出－GC／MS 又は 1試料 10,500 0 54 54 567,000 

溶媒抽出－GC による検査 1成分 7,000 0 28 28 196,000 

細 菌 学 的 検 査 1種目 3,700 7 0 7 25,900 

一  括 
検  査 

水道法施行規則規定検査 1試料 5,200 0 14 14 72,800 

温 泉 分 析 

試 験 料 

中 分 析 試 験 1件  129,000 0 4 4 516,000 

可燃性天然ガス定量試験 1件  19,000 0 3 3 57,000 

理

化

学

的

検

査

料 

一般理化

学的検査 

食 品 検 査 定 量 試 験 1成分 4,700 0 16 16 75,200 

容器,包装,玩

具 等 の 検 査 
定 量 試 験 1成分 4,700 0 8 8 37,600 

特殊理化

学的検査 

残 留 農 薬 及 び 

動 物 医 薬 品 試 験 

1 成分 20,000 0 20 20 400,000 

（20成分まで）     

1 成分 2,000  4 4 8,000 

（20成分を超えて）     

生

物

学

的

検

査

料 

微生物 

（ｳｲﾙｽを

除く）の

検査 

食品衛生法による規格検査 1 成分 4,000 4 0 4 

 

 

 

16,000 

定 量 試 験 1種目 5,100 19 0 19 96,900 

遺 伝 子 増 幅 検 査 1種目 25,000 100 0 100 2,500,000 

特 定 遺 伝 子 検 査 1遺伝子 11,000 164 0 164 1,804,000 

ウイルス

の検査 

遺 伝 子 増 幅 検 査 1種目 32,000 24 0 24 768,000 

特 定 遺 伝 子 検 査 1遺伝子 11,000 22 0 22 242,000 

合       計 340 1,545 1,885 15,526,160 
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5 調査研究課題一覧表 

研 究 部 調  査  研  究  課  題 実施概要 

感染症部 

(1) 感染症の原因となる病原体の迅速検出をめざした新規検査

手法の導入に関する調査研究 

(2) ヒト及び食品由来細菌の薬剤耐性状況に関する調査研究 

p.11 参照 

 

p.13  〃 

健康科学部 

(1) LC-MS/MSを用いた自然毒成分の検査方法の確立 

(2) 農畜産品中のカビ毒類の迅速分析法の検討 

(3) 違法薬物の迅速検査法に関する研究 

(4) 水道水及び原水中の逐次改正対象項目及び要検討項目等の

分析法に関する研究 

(5) LC-MS/MSを用いた動物用医薬品の迅速分析法の開発 

p.20 参照 

p.20  〃 

p.21  〃 

p.21  〃 

 

p.21  〃 
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4.2 行政検査件数（健康科学部）  

試 験 検 査 項 目 
   健康科学部検査件数 

検体数   検査項目数 

  水 質 検 査※)  46 件 868 項目 

食
品
等
の
理
化
学
的
検
査 

穀物，野菜等の残留農薬試験 105 31,500 

器具・容器包装の規格試験 20 40 

米 の 成 分 規 格 試 験 14 14 

輸 入 食 品 の 添 加 物 試 験 40 440 

輸入かんきつ類の防かび剤試験 10 40 

家 庭 用 品 の 試 買 試 験 10 10 

遺 伝 子 組 換 え 食 品 試 験 10 30 

アレルゲンを含む食品試験 5 5 

国 産 食 肉 の 残 留 農 薬 試 験 12 2,400 

国産食肉の残留医薬品試験 25 459 

輸入食肉の残留医薬品試験 15 370 

輸入魚介類の残留医薬品試験 14 336 

貝 毒 検 査 64 64 

小  計 344 35,708 

医
薬
品 

等
検
査 

医 薬 品 検 査 19 228 

危 険 ド ラ ッ グ 検 査 0 0 

小  計 19 228 

そ
の
他 

の
検
査 

花 粉 飛 散 状 況 調 査 391 10,557 

環 境 放 射 能 水 準 調 査 99 201 

小  計 490 10,758 

合      計 899 47,562 
        

※) 一般依頼検査の検体のうち，県水道水質管理計画に基づき，県が検査実施主体となって 

いる 2 検体 26 項目を含む． 
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6 試験検査項目等一覧表 

研 究 部 試  験  検  査  項  目 実施概要 

感 染 症 部 (1) 細菌等の検査 
ア 侵襲性肺炎球菌感染症感染源調査（厚生労働省感染症流

行予測調査） 

イ 結核菌の検査 

ウ 腸管出血性大腸菌感染症に係る依頼検査 

エ 食中毒（疑）発生時の細菌検査 

オ クドア（ヒラメ寄生虫）が原因と疑われる食中毒（疑）

の検査 

カ 輸入ナチュラルチーズのリステリア菌の検査 

キ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症に係る依頼検査 

ク 侵襲性肺炎球菌感染症に係る依頼検査 

ケ CRE 感染症に係る依頼検査 

コ その他の細菌等の依頼検査 

(2) ウイルス及びリケッチアの検査 
ア 新型コロナウイルスの検査 

イ インフルエンザ集団感染事例等におけるインフルエン

ザウイルスの検査 

ウ 感染症発生動向調査におけるインフルエンザウイルス

の検査 

エ 令和 4年度新型インフルエンザウイルス系統調査・保存

事業（厚生労働省への協力事業） 

オ 令和4年度新型インフルエンザウイルスの出現監視を目

的とした感染源調査（厚生労働省感染症流行予測調査） 

カ 令和 4年度日本脳炎感染源調査（厚生労働省感染症流行

予測調査） 

キ ロタウイルス感染症感染源調査（厚生労働省感染症流行

予測調査） 

ク 感染症発生動向調査における病原体検査（インフルエン

ザウイルスを除く） 

ケ 蚊媒介感染症の検査 

コ 日本紅斑熱及びつつが虫病リケッチアの検査 

サ SFTS ウイルスの検査 

シ HIV のスクリーニング検査及び確認検査 

ス 市販生食用かきのノロウイルス検査 

セ ウイルスによる集団嘔吐下痢症及び食中毒（疑）事例の

感染源，感染経路調査 

ソ 麻しんウイルスの検査 

タ 風しんウイルスの検査 

チ 小児の原因不明の急性肝炎等の検査 

ツ エムポックスウイルスの検査  

(3) 県感染症情報センター 
ア 感染症発生動向調査週報患者情報分析 

 

p.14 参照  

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

 

p.15  〃 

p.15  〃 

 

p.15  〃 

 

p.15  〃 

 

p.15  〃 

 

p.16  〃 

 

p.16  〃 

 

p.16  〃 

 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

 

p.17  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

 

p.18  〃 
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6 試験検査項目等一覧表 

研 究 部 試  験  検  査  項  目 実施概要 

感 染 症 部 (1) 細菌等の検査 
ア 侵襲性肺炎球菌感染症感染源調査（厚生労働省感染症流

行予測調査） 

イ 結核菌の検査 

ウ 腸管出血性大腸菌感染症に係る依頼検査 

エ 食中毒（疑）発生時の細菌検査 

オ クドア（ヒラメ寄生虫）が原因と疑われる食中毒（疑）

の検査 

カ 輸入ナチュラルチーズのリステリア菌の検査 

キ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症に係る依頼検査 

ク 侵襲性肺炎球菌感染症に係る依頼検査 

ケ CRE 感染症に係る依頼検査 

コ その他の細菌等の依頼検査 

(2) ウイルス及びリケッチアの検査 
ア 新型コロナウイルスの検査 

イ インフルエンザ集団感染事例等におけるインフルエン

ザウイルスの検査 

ウ 感染症発生動向調査におけるインフルエンザウイルス

の検査 

エ 令和 4年度新型インフルエンザウイルス系統調査・保存

事業（厚生労働省への協力事業） 

オ 令和4年度新型インフルエンザウイルスの出現監視を目

的とした感染源調査（厚生労働省感染症流行予測調査） 

カ 令和 4年度日本脳炎感染源調査（厚生労働省感染症流行

予測調査） 

キ ロタウイルス感染症感染源調査（厚生労働省感染症流行

予測調査） 

ク 感染症発生動向調査における病原体検査（インフルエン

ザウイルスを除く） 

ケ 蚊媒介感染症の検査 

コ 日本紅斑熱及びつつが虫病リケッチアの検査 

サ SFTS ウイルスの検査 

シ HIV のスクリーニング検査及び確認検査 

ス 市販生食用かきのノロウイルス検査 

セ ウイルスによる集団嘔吐下痢症及び食中毒（疑）事例の

感染源，感染経路調査 

ソ 麻しんウイルスの検査 

タ 風しんウイルスの検査 

チ 小児の原因不明の急性肝炎等の検査 

ツ エムポックスウイルスの検査  

(3) 県感染症情報センター 
ア 感染症発生動向調査週報患者情報分析 

 

p.14 参照  

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.14  〃 

 

p.14  〃 

p.14  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

p.15  〃 

 

p.15  〃 

p.15  〃 

 

p.15  〃 

 

p.15  〃 

 

p.15  〃 

 

p.16  〃 

 

p.16  〃 

 

p.16  〃 

 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.16  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

 

p.17  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

p.17  〃 

 

p.18  〃 
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イ 感染症発生動向調査月報患者情報分析 

ウ 感染症発生動向調査年報患者情報分析 

エ インフルエンザ情報センターからの情報提供 

(4) 外部精度管理 
(5) 受託及び共同研究 

ア 感染症媒介蚊発生動向調査 

p.18 参照 

p.18  〃 

p.18  〃 

p.18  〃 

 

p.18  〃 

 

研  究  部 試  験  検  査  項  目 実施概要 

健康科学部 (1) 食品検査 
ア 穀類，野菜，果実等の残留農薬試験 
イ 国産食肉の残留農薬試験 
ウ 輸入畜水産食品の残留医薬品試験 
エ 国産食肉の残留医薬品試験 
オ 輸入かんきつ類の防かび剤試験 
カ 輸入食品における指定外添加物等の試験 
キ 米の成分規格試験 
ク 遺伝子組換え食品試験 
ケ アレルゲン（特定原材料）を含む食品の試験 

コ 器具・容器包装の規格試験 
(2) 農畜水産物検査 

ア 貝毒検査 

(3) 家庭用品検査 

ア 家庭用品（繊維製品）のホルムアルデヒド試験 

(4) 水道水質検査 

ア 水道水質基準項目等の試験検査 
イ 健康福祉事務所からの依頼検査 
ウ 水道水質検査機関に対する外部精度管理 

(5) 空中飛散花粉の観測と情報の提供 

(6) 医薬品・医療機器等一斉監視指導における試験 

(7) 危険ドラッグ等試験 

(8) 温泉分析 

ア 温泉の成分分析 

イ 可燃性天然ガス（メタン）濃度の測定 

(9) その他外部からの委託・依頼等を受けた試験及び調査研究

等 

ア ジェネリック医薬品品質情報検討会に係る医療用医薬品

試験 

イ 環境放射能水準調査 

ウ 保健所設置市からの食品等の依頼検査 

エ 医薬品・医薬部外品の製造販売承認審査における専門的

評価 

オ 兵庫県立大学環境人間学部先端食科学研究センターとの

共同研究 

(10) 外部精度管理 

 

p.22参照 

p.22  〃 

p.22  〃 

p.22  〃 

p.22  〃 

p.22  〃 

p.22  〃 

p.23  〃

p.23  〃 

p.23  〃 

 

p.23  〃 

 

p.23  〃 

 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.23  〃 

p.24  〃 

p.24  〃 

p.24  〃 

 

p.24  〃 

p.24  〃 

 

 

p.24  〃 

 

p.25  〃 

p.25  〃 

p.25  〃 

 

p.25  〃 

 

p.25  〃 
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7 普及啓発活動一覧表 

7.1 研究・調査発表会 

 令和元年度から，兵庫県公衆衛生協会中央研究会を当研究所の研究・調査発表会と

位置づけており，発表している． 

(1)発表日：令和 4 年 11 月 26 日 

(2)場 所：兵庫県医師会館 

(3)演 題：「兵庫県における自然毒による食中毒」  

                健康科学部 吉岡 直樹 

            

 

7.2 県職員の研修指導 

研修・講習名 
実施期間 

年月日 
実施担当部 実 施 課 題 

実施対象者 

所属機関等 
実施場所 備 考 

令和 4 年度

健康福祉事

務所検査業

務担当者新

任研修（後

期） 

R4.10.3 

～7 

危機管理部

感染症部 

健康科学部 

当研究所の概要，

GLP 概論，疫学概

論，花粉調査実習，

細菌検査実習，ウ

イルス検査実習，

水道水検査概要，

食品検査概要 

豊岡健康福

祉事務所 1

名 

健康科学

研究所 

感染症

対策課

主催 

令和 4 年度

疫学研修 
R4.10.7 感染症部 

食中毒集団発生時

の疫学調査 

・疫学概論 

・疫学統計 

・実習-事例に基づ

くグループワー

ク- 

芦屋，伊丹，

龍野，朝来

健康福祉事

務所 4 名 

健康科学

研究所 

生活衛

生課主

催 
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7.3 県職員以外の研修指導 

研修・講習名 
実施期間 

年月日 
実施担当部 実 施 課 題 

実施対象者 

所属機関等 
実施場所 備 考 

医師臨床研

修 (地域保

健研修) 

R4.10.3 

～7 

危機管理部 

感染症部 

健康科学部 

当研究所の概要，疫

学概論及び実習，感

染症発生動向調査

概要及び実習，細菌

感染症概要及び実

習，ウイルス感染症

概要及び実習，健康

科学部概要  

加 古 川 中

央 市 民 病

院 研 修 医

1 名 

健康科学

研究所 

加 古 川

中 央 市

民 病 院

依頼 

医学部学生

実習 
R4.8.30 感染症部 

当研究所の概要,健

康科学部概要,感染

症部の概要等 

神 戸 大 学

医 学 部 6

年生 

健康科学

研究所 

感 染 症

対 策 課

依頼 

獣医学生イ

ンターンシ

ップ 

R5.3.1 

R5.3.8 

危機管理部 

感染症部 

健康科学部 

当研究所の概要，細

菌感染症概要及び実

習，ウイルス感染症

概要及び実習，健康

科学部概要 

全 国 大 学

獣 医 学 部

生 6 名 

健康科学

研究所 

生 活 衛

生 課 依

頼 

 

 

 

7.4 研修会での講演等 

研修会等の名称 年 月 日 担 当 者 講演等の内容 主 催 者 場 所 

県立大学環境人間学

部・県立健康科学研

究所合同研究発表会 

 

R4.10.25 小林 美幸 

兵庫県における夏

から秋の花粉飛散

状況 

県立大学環

境人間学

部･県立健

康科学研究

所 

リモート

開催 

県立大学理学部・県

立健康科学研究所合

同研究発表会 

R5.2.10 

矢野 美穗 
兵庫県の温泉につ

いて 県立大学理

学 部 ･ 県 立

健康科学研

究所 

リモート

開催 
齋藤 悦子 

腸管病原性大腸菌

O45 を原因とする

食中毒事例につい

て 
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7.5 施設見学等 

年月日 実施担当部 実 施 内 容 等 
実施対象者 

所属機関等 
備 考 

R4.5.13 感染症部 設備等の見学 
総務課職員 4

名 
総務課依頼 

R4.6.8 感染症部 設備等の見学 
東播磨県民局

職員 2名 

東播磨県民

局依頼 

R4.8.30 感染症部 設備等の見学 
WHO神戸センタ

ー職員 1名 

WHO 神戸セ

ンター依頼 

R4.9.21 感染症部 設備等の見学 

但馬食肉衛生

検査所職員 1

名 

但馬食肉衛

生検査所依

頼 

R4.10.4 感染症部 設備等の見学 

宝塚健康福祉

事務所職員 3

名 

宝塚健康福

祉事務所依

頼 

R4.10.4 感染症部 設備等の見学 

兵庫県食肉衛

生検査センタ

ー職員 4名 

兵庫県食肉

衛生検査セ

ンター依頼 

R4.10.24 

 

感染症部 

 

施設等の見学 

兵庫県立大学

環境人間学部

職員 5名 

兵庫県立大

学依頼 

R4.10.27 
感染症部 

健康科学部 

各部における業務の紹介,施

設等の見学 

姫路獨協大学

薬学部学生及

び実習指導員

の計 2名 

薬学実務実

習指導員依

頼 

R4.11.22 
感染症部 

健康科学部 

各部における業務の紹介，設

備等の見学 

滋賀県衛生科

学センター及

び滋賀県感染

症対策課職員

の計 4名 

滋賀県依頼 

R4.11.28 感染症部 設備等の見学 

洲本健康福祉

事務所職員 1

名 

洲本健康福

祉事務所依

頼 

R4.12.13 

 

感染症部 

健康科学部 

 

各部における業務の紹介,施

設等の見学 

神戸検疫所及

び加古川健康

福祉事務所職

員の計 5名 

生活衛生課

依頼 

R4.12.21 

危機管理部 

感染症部 

健康科学部 

各部における業務の紹介,施

設等の見学 

神戸薬科大学

生及び教員の

計 3名 

神戸薬科大

学依頼 
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R5.1.13 
感染症部 

健康科学部 

各部における業務の紹介,施

設等の見学 

神戸薬科大学

生及び教員の

計 5名 

神戸薬科大

学依頼 

R5.1.24 健康科学部 設備等の見学 

奈良県保健研

究センター職

員 2名 

奈良県保健

研究センタ

ー依頼 

 

7.6 委員会の委員等の就任 

委 員 会 等 の 名 称 委 嘱 機 関 名 職 員 名 

ジェネリック医薬品品質情報検討会 WG 委員 厚生労働省 赤松 成基 

神戸港健康危機管理対策委員会委員 神戸検疫所 大橋 秀隆 

日本公衆衛生学会代議員 日本公衆衛生学会 大橋 秀隆 

地研全国協議会理事 地研全国協議会 大橋 秀隆 

全国衛生化学技術協議会幹事 全国衛生化学技術協議会 風見眞紀子 

地研全国協議会近畿支部長 地研全国協議会近畿支部 大橋 秀隆 

地研全国協議会近畿支部ウイルス部会役員 
地研全国協議会近畿支部 

ウイルス部会 
島本 章義 

地研全国協議会近畿支部疫学情報部会役員 
地研全国協議会近畿支部 

疫学情報部会 
押部 智宏 

地研全国協議会近畿支部細菌部会役員 
地研全国協議会近畿支部 

細菌部会 
荻田 堅一 

地研全国協議会近畿支部自然毒部会世話人 
地研全国協議会近畿支部 

自然毒部会 
吉岡 直樹 

地研全国協議会近畿支部理化学部会役員 
地研全国協議会近畿支部 

理化学部会 
吉岡 直樹 

社会医学系専門医研修ブログラム管理委員 兵庫県（保健医療部総務課） 大橋 秀隆 

兵庫県精度管理専門委員 兵庫県（医務課） 大岡 徹彦 

兵庫県水道水質管理連絡協議会 

精度管理委員会委員長 
兵庫県（生活衛生課） 風見眞紀子 

兵庫県環境審議会幹事 兵庫県（環境部環境政策課） 大橋 秀隆 

兵庫県公衆衛生協会常任理事 兵庫県公衆衛生協会 大橋 秀隆 

兵庫自治学会運営委員 兵庫自治学会 大橋 秀隆 
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ひょうご科学技術協会総合企画委員 
公益財団法人 

ひょうご科学技術協会 
大橋 秀隆 

 

7.7 非常勤講師・客員研究員等の就任 

名 称 科目・研究テーマ等 委嘱機関 期 間 職員名 

医学研究科客員准教授 感染症フィールド学 神戸大学 
R4.4～ 

R5.3 
押部 智宏 

国立感染症研究所感染病

理部協力研究員 

新興・再興感染症に対

する革新的医薬品開

発等開発推進研究事

業 

国立感染症

研究所 

R4.4～ 

R5.3 
荻 美貴 

医学研究科医学研究員 

食品中に混入した毒

劇物の分析法に関す

る法医中毒学的研究 

神戸大学 

大学院 

R4.4～ 

R5.3 
吉岡 直樹 
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8 学会発表一覧表 

演    題    名 発 表 者 名 学    会    名 

感染症部 

全国で分離されたヒト及び食品由

来各種大腸菌株の薬剤耐性状況  

第二報 

四宮 博人（齋藤 悦

子ほか） 

第 24回腸管出血性大腸菌感

染症研究会，2022.10，川崎市 

腸管病原性大腸菌O45を原因とす

る食中毒事例について 

齋藤 悦子（荻田 堅

一，鷲 ゆい，押部 智

宏，大岡 徹彦） 

令和 4年地方衛生研究所全国

協議会近畿支部細菌部会研修

会，2022.11，（Web開催） 

健康科学部   

令和 3 年度兵庫県水道水質検査の

外部精度管理実施結果 

松村 益代（風見 眞

紀子） 

第 59 回全国衛生化学技術協

議会年会，2022.10-11，川崎

市 

誘導体化－液体クロマトグラフ－

質量分析法による水道水中のグル

ホシネート，グリホサート及びア

ミノメチルリン酸の一斉分析法の

検討 

矢野 美穗（松村 益

代，風見 眞紀子） 

第 59 回全国衛生化学技術協

議会年会，2022.10-11，川崎

市 

わが国の主な有毒きのこの多成分

分析法 

友澤 潤子（吉岡 直

樹ほか） 

第 59 回全国衛生化学技術協

議会年会，2022.10-11，川崎

市 

ウリ科植物中のククルビタシン類

抽出時における分解及び配糖体化

の推定 

吉岡 直樹（風見 眞

紀子ほか） 

令和 4 年度地方衛生研究所

全国協議会近畿支部自然毒

部会研究発表会，2022.11，

京都市（Web開催） 

GC/MS による水質検査での農薬類

分析の条件検討で認められたマト

リックス効果様の現象の一例 

北本 寛明（風見 眞

紀子） 

第 57 回日本水環境学会年

会，2023.3, 松山市（ハイブ

リッド開催） 
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9 論文等発表抄録 

 

9.1 他 誌 

［和文発表］ 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立農林水産技術総合センター研究

報告，55，33-42(2022) 

兵庫県立農林水産技術総合センター水産

技術センター       宮原 一隆 

  妹背 秀和 

  堀部 倭子 

  中桐  栄  

兵庫県中播磨県民センター姫路農林水産

振興事務所        大石 賢哉 

兵庫県農林水産部水産漁港課  

岩佐 隆宏 

兵庫県立健康科学研究所  吉岡 直樹 

  押部 智宏 

  荻田 堅一 

国立研究開発法人水産研究・教育機構水

産技術研究所       及川  寛  

 

本研究では，これまでの兵庫県播磨灘海

域における貝毒監視調査時の調査結果や

毒化時の毒量分析結果を用いて本海域の

麻痺性貝毒の減毒動態を解析し，兵庫県播

磨灘海域におけるマガキの減毒特性を評

価するとともに，毒量のばらつき（誤差）

等を加味した複数の試算（シミュレーショ

ン）により，出荷再開時のリスク評価や条

件案を検討した．その結果，兵庫県播磨灘

海域のマガキについては，広島県海域と同

様に，一定の条件設定をすれば出荷自主規

制期間を従来の措置期間から7日程度短縮

しても安全性が確保できる可能性がある

ことが示された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立大学環境人間学部研究報告，2255，

41-46(2023) 

兵庫県立大学環境人間学部 吉村 美紀 

             加藤 陽二 

             和田 裕子 

             島田 良子 

兵庫県立健康科学研究所  小林 美幸 

赤松 成基 

(株)アトラステクノサービス 

鯛 かおる 

兵庫県立大学理学研究科  高山 裕貴 

 

 兵庫県産黒大豆エダマメのミネラル成

分とポリフェノール類に着目し，ミネラル

成分分析を行い，ポリフェノールの機能性

の検討を行った．また，産地の異なる黒大

豆エダマメと黄大豆エダマメのミネラル

成分の比較を行った． 

1) 黒大豆エダマメの子葉部分における

ミネラル成分の顕著な局在はみられな

いが，莢部分は葉脈部分にミネラル成分

が残留していることが推察された． 

2) 黒大豆エダマメは種皮がある方が，Ca，

Feがやや多く含まれていた． 

3) 黒大豆エダマメと黄大豆エダマメの

比較では，黒大豆エダマメより黄大豆エ

ダマメの方が，KとMgを多く含む傾向で

あったが，エダマメの熟成度が異なって

いることも考えられた． 

4) ウイルス酵素メインプロテアーゼ阻

害活性では，阻害効果は黄大豆エダマメ

よりも黒大豆エダマメの方が高い傾向

であった．その理由として黒大豆エダマ

メに豊富に含まれるアントシアニン類

兵庫県播磨灘海域で麻痺性貝毒によ

り毒化したマガキの減毒特性 

 

兵庫県産黒大豆のミネラル及びポリ

フェノール類に着目した成分分析と

機能性 
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を含めたポリフェノールの寄与が予想

された． 
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J. Forensic Sci.，6677，1241-1249 (2022) 

兵庫県立健康科学研究所    吉岡 直樹 

愛媛大学大学院医学系研究科法医学分野 

浅野 水辺 

神戸大学大学院医学研究科法医学分野 

久世 亜澄 

近藤 武史 

高橋 玄倫 

森近  舞  

中川 加奈子 

兵庫県警察本部科学捜査研究所 

櫻田  誠  

神戸大学大学院医学研究科法医学分野 

  上野 易弘 

 

チアミラールは超短時間作用型のバル

ビツール酸系催眠鎮静薬であり，全身麻

酔やその導入に使用される一方で，濫用

による不慮の急性中毒死も報告されてい

る．チアミラールの定量分析は HPLC 法，

GC法，GC-MS法等が知られているが，LC-MS

による報告はほとんどない．今回，チア

ミラールとその代謝物であるセコバルビ

タールの LC-MS/MSを用いた定量分析法を

開発し，脂肪の効率的前処理法について

も検討した． 

脂肪組織中のチアミラールはヘキサン

/アセトニトリル分配による抽出を加え

ることにより従来の QuEChERS法に比べて

より効率的に抽出することが可能であっ

た．チアミラール及びセコバルビタール

の添加回収率は，それぞれ 98～115％，85

～100％（ブタ心臓外膜下脂肪），101～

113％，101～104％（ヒト血清），95～117％，

95～101％（ブタ肝臓）と良好な結果が得

られた．また定量限界（S/N=10）はそれ

ぞれ 0.06 μg/g，0.6 μg/g（ブタ心臓外

膜下脂肪）0.005 μg/mL，0.02 μg/mL（ヒ

QQuuaannttiittaattiivvee  aannaallyyssiiss  ooff  tthhiiaammyyllaall  
aanndd  iittss  mmeettaabboolliittee  sseeccoobbaarrbbiittaall  
uussiinngg  lliiqquuiidd  cchhrroommaattooggrraapphhyy  
––ttaannddeemm  mmaassss  ssppeeccttrroommeettrryy  iinn  
aaddiippoossee  ttiissssuuee,,  sseerruumm,,  aanndd  lliivveerr 
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ト血清）0.06 μg/g，0.1 μg/g（ブタ肝

臓）と算出された． 

本法を用いて剖検例の分析を行ったと

ころ，チアミラール及びセコバルビター

ルを心外膜下脂肪からそれぞれ 140 μg/g，

1.5 μg/g，血清から 3.5–4.9 μg/mL，

0.12–0.20 μg/mL，臓器から 6.2–42 μ

g/g，0.58–1.1 μg/g 検出した．投与され

たチアミラールは脂肪組織に多く分布し，

チアミラールの脂肪組織への移行率は投

与から死亡までの時間の推定に役立つ可

能性も示唆された． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
Int. J. Environ. Res. Public Health， 

2200，2843 (2023) 

神戸大学大学院医学研究科 仲宗根 瑠花 

川村  葵  

城戸 拓海 

阿部 真也 

 野津 寛大 

藤岡 一路 

兵庫県立健康科学研究所   荻 美貴 

パルモア病院小児科     三宅  理  

東京大学医学部附属病院小児科    

高橋 尚人 

 

コクサッキーウイルス A6(CV-A6)の垂

直感染により，重症先天性肺炎/敗血症を

呈した症例を報告する.出産 3日前に兄が

手足口病と診断され，母親は出産 1 日前

に発熱し，出産 2 日後に親指に水疱を認

めた.患者の血清，気管吸引液，便及び分

娩当日に採取した母体血清から CV-A6 が

検出され，VP1 領域の遺伝子配列は母子間

で 100％一致した.分娩直前にウイルスに

感染したため，母体の CV-A6 に対する中

和抗体の産生が不十分で，胎児に移行抗

体がないまま垂直感染したことが重症化

の原因の 1 つと考えられる.さらに，病原

性との関係が報告されている P2領域での

系統解析で，中国の致死性の株と近縁で

あったことから，今回の CV-A6 株の病原

性も病状の悪化に寄与した可能性がある.

周産期に手足口病の症状を呈した場合，

CV-A6 の垂直感染を考慮する必要がある. 

 
 
 
 

VVeerrttiiccaall  ttrraannssmmiissssiioonn  ooff  
CCooxxssaacckkiieevviirruuss  AA66  wwiitthh  sseevveerree  
ccoonnggeenniittaall  ppnneeuummoonniiaa//sseeppssiiss 
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9.2 兵庫県立健康科学研究所業務年報

令和 4 年度（2022 年度） Ⅱ 研究報告 

【原著】 
兵庫県におけるダニ媒介感染症患者の発

生動向と病原体 

近平 雅嗣，髙井 伝仕，荻 美貴，松尾 

美也子，荻田 堅一，夏秋 優，秋山 由

美 

 

【ノート】 
兵庫県におけるパレコウイルス検出状況

と遺伝子解析（2016～2021 年） 

髙井 伝仕，荻 美貴，押部 智宏，近平 

雅嗣，秋山 由美 

 

兵庫県における小児の RS ウイルス感染症

の発生動向と RS ウイルスの遺伝子解析

（2019～2021 年） 

荻 美貴，髙井 伝仕，押部 智宏，近

平 雅嗣，秋山 由美 
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10 検査結果等 

10.1.1 全数把握対象疾病の疾病別年間累積患者数（令和 4年） 

 

計 計

エボラ出血熱 0 日本紅斑熱 17

クリミア・コンゴ出血熱 0 日本脳炎 0

痘そう 0 ハンタウイルス肺症候群 0

南米出血熱 0 Ｂウイルス病 0

ペスト 0 鼻疽 0

マールブルグ病 0 ブルセラ症 0

ラッサ熱 0 ベネズエラウマ脳炎 0

急性灰白髄炎 0 ヘンドラウイルス感染症 0

結核 762 発しんチフス 0

ジフテリア 0 ボツリヌス症 0

重症急性呼吸器症候群*A 0 マラリア 1

中東呼吸器症候群*B 0 野兎病 0

鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１） 0 ライム病 0

鳥インフルエンザ（Ｈ７Ｎ９） 0 リッサウイルス感染症 0

コレラ 0 リフトバレー熱 0

細菌性赤痢 0 類鼻疽 0

腸管出血性大腸菌感染症 94 レジオネラ症 81

腸チフス 0 レプトスピラ症 0

パラチフス 0 ロッキー山紅斑熱 0

Ｅ型肝炎 5 アメーバ赤痢 24

ウエストナイル熱*C 0 ウイルス性肝炎*F 8

Ａ型肝炎 3 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 81

エキノコックス症 0 急性弛緩性麻痺*G 0

黄熱 0 急性脳炎*H 11

オウム病 0 クリプトスポリジウム症 0

オムスク出血熱 0 クロイツフェルト・ヤコブ病 2

回帰熱 0 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 23

キャサヌル森林病 0 後天性免疫不全症候群 23

Ｑ熱 0 ジアルジア症 3

狂犬病 0 侵襲性インフルエンザ菌感染症 12

コクシジオイデス症 0 侵襲性髄膜炎菌感染症 1

サル痘 0 侵襲性肺炎球菌感染症 62

ジカウイルス感染症 0 水痘（入院例） 9

重症熱性血小板減少症候群*D 2 先天性風しん症候群 0

腎症候性出血熱 0 梅毒 393

西部ウマ脳炎 0 播種性クリプトコックス症 6

ダニ媒介脳炎 0 破傷風 1

炭疽 0 バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症 0

チクングニア熱 0 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 2

つつが虫病 9 百日咳 15

デング熱 2 風しん 0

東部ウマ脳炎 0 麻しん 1

鳥インフルエンザ*E 0 薬剤耐性アシネトバクター感染症 0

ニパウイルス感染症 0

計

新型コロナウイルス感染症*I 1,202,985

*A病原体がベータコロナウイルス属SARSコロナウイルスであるものに限る．*B病原体がベータコロナウイルス属MERSコロナウイルスであるものに限る．*Cウエストナイル脳炎を

含む．*D病原体がフレボウイルス属SFTSウイルスであるものに限る．*EH5N1及びH7N9を除く．*FE型肝炎及びA型肝炎を除く．*G急性灰白髄炎を除く．*Hウエストナイル脳炎，

西部ウマ脳炎，ダニ媒介脳炎，東部ウマ脳炎，日本脳炎，ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く．*I病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和二年一月

に中華人民共和国から世界保健機関に対して，人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限る．）であるものに限る．

疾　　　病　　　名 疾　　　病　　　名

一
類
感
染
症

二
類
感
染
症

三
類
感
染
症

四
類
感
染
症

（
２

）

四
類
感
染
症

（
１

）

五
類
感
染
症

新型インフルエンザ等感染症

（令和 5 年 3 月 31 日現在の把握数） − 43 −
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10.1.2 全数把握対象疾病の疾病別週別患者数（届出のあった疾病）（令和 4年） 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

結核 14 12 18 19 18 14 14 17 18 9 18 23 11 16 10 18 10 9 14 14 20 15 14 25 14 12 14

腸管出血性大腸菌感染症 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 5 2 4 2 3 2 1 3 1 4 2

Ｅ型肝炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

Ａ型肝炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

重症熱性血小板減少症候群*A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

つつが虫病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

デング熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

日本紅斑熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 1 0 1 1 1 0 1

マラリア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

レジオネラ症 1 1 0 0 0 1 0 0 2 1 0 3 3 3 1 0 0 2 2 2 1 1 2 2 5 6 4

アメーバ赤痢 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 1 2 0 1 2 0

ウイルス性肝炎*B 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

カルバペネム耐性腸内細菌感染症 2 1 1 1 1 0 1 0 2 1 3 0 0 1 2 1 1 3 2 2 3 1 1 0 0 4 1

急性脳炎*C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

クロイツフェルト・ヤコブ病 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 0 1 1 0 0 1 1 1 2 3 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0

後天性免疫不全症候群 0 0 1 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 1 1 1 1 0 0 0

ジアルジア症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

侵襲性インフルエンザ菌感染症 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

侵襲性髄膜炎菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

侵襲性肺炎球菌感染症 2 1 0 0 2 1 0 2 1 1 0 1 0 1 0 1 3 3 0 2 2 1 0 1 2 1 0

水痘（入院例） 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

梅毒 4 6 4 5 6 10 5 7 3 3 4 3 4 7 11 6 6 4 8 8 8 7 7 10 10 8 11

播種性クリプトコックス症 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0

破傷風 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

百日咳 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0

麻しん 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新型コロナウイルス感染症*D 787 5150 15657 27487 37143 35855 32456 25176 22946 18963 14679 11765 12522 13309 13566 10629 9013 8173 10946 10057 8149 5374 4444 3848 4226 6111 12685

28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 計

結核 12 10 14 14 13 18 22 22 10 15 14 23 22 7 9 14 18 15 8 10 16 15 10 15 6 762

腸管出血性大腸菌感染症 9 3 2 2 1 4 7 4 3 2 3 3 1 0 8 2 2 1 0 0 3 1 1 0 0 94

Ｅ型肝炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5

Ａ型肝炎 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

重症熱性血小板減少症候群*A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

つつが虫病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 3 1 0 0 0 9

デング熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

日本紅斑熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 17

マラリア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

レジオネラ症 2 3 2 3 2 3 0 5 3 3 1 0 5 0 1 0 1 0 1 3 0 0 0 0 0 81

アメーバ赤痢 0 2 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 1 0 1 2 1 1 0 0 0 0 1 0 0 24

ウイルス性肝炎*B 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 8

カルバペネム耐性腸内細菌感染症 2 0 2 1 0 3 2 3 1 6 1 6 1 1 1 1 0 2 2 0 3 2 1 1 4 81

急性脳炎*C 1 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 11

クロイツフェルト・ヤコブ病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 23

後天性免疫不全症候群 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 23

ジアルジア症 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

侵襲性インフルエンザ菌感染症 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 12

侵襲性髄膜炎菌感染症 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

侵襲性肺炎球菌感染症 1 2 0 2 0 1 1 1 1 2 3 0 1 0 3 0 3 0 3 2 2 1 1 2 2 62

水痘（入院例） 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9

梅毒 8 15 13 6 6 7 8 11 3 8 10 13 10 7 11 15 6 15 6 5 5 8 7 10 5 393

播種性クリプトコックス症 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

破傷風 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

百日咳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 15

麻しん 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

新型コロナウイルス感染症*D 29332 48371 66278 71461 71886 71036 66755 44844 32627 24147 14443 9683 6988 6979 8679 10002 12334 13788 15142 18867 22074 29094 38682 45428 42949

疾　　　　　病　　　　　名

二

類

感

染

症

三

類

感

染

症

四

類

感

染

症

五

 

類

 

感

 

染

 

症

疾　　　　　病　　　　　名

二

類

感

染

症

*A病原体がフレボウイルス属SFTSウイルスであるものに限る．*BE型肝炎及びA型肝炎を除く． *C急性灰白髄炎を除く． *D病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス

（令和二年一月に中華人民共和国から世界保健機関に対して，人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限る．）であるものに限る．

三

類

感

染

症

四

類

感

染

症

五

 

類

 

感

 

染

 

症

1,202,985

（令和 5 年 3 月 31 日現在の把握数） − 44 −
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10.2 週報対象疾病の疾病別週別患者数（令和 4年） 

 

疾　　　　病　　　　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

インフルエンザ*A 2 2 4 0 0 0 0 0 18 0 1 1 1 0 1 0 0 1

RSウイルス感染症 6 26 11 16 9 7 17 11 14 8 4 7 5 5 2 4 0 1

咽頭結膜熱 24 22 18 9 17 6 24 12 7 7 12 13 9 9 5 9 17 23

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 29 26 41 71 23 14 35 14 29 24 25 25 14 16 18 26 25 16

感染性胃腸炎 893 1238 1470 1073 856 711 654 467 556 452 500 375 333 356 431 443 494 413

水痘 10 11 12 7 3 3 2 5 2 6 6 4 6 9 4 7 9 8

手足口病 36 17 28 16 7 19 6 2 4 1 6 4 2 4 11 5 10 4

伝染性紅斑 4 3 5 4 0 1 1 5 0 2 0 0 4 3 3 1 1 1

突発性発しん 31 44 29 28 17 22 31 25 20 30 26 24 38 35 31 44 52 27

ヘルパンギーナ 5 4 3 0 0 4 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1 3 0

流行性耳下腺炎 2 2 2 2 3 2 3 4 6 4 4 4 1 3 3 8 2 2

急性出血性結膜炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

流行性角結膜炎 5 4 6 6 5 5 7 3 6 3 2 5 1 5 7 9 5 5

細菌性髄膜炎*B 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0

無菌性髄膜炎 1 0 2 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0

マイコプラズマ肺炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるもの） 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

疾　　　　病　　　　名 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

インフルエンザ*A 0 0 0 0 0 0 0 0 8 28 9 10 16 4 2 3 2 2

RSウイルス感染症 9 10 22 29 29 61 66 149 327 675 694 733 686 448 348 268 289 276

咽頭結膜熱 19 16 44 49 60 48 80 52 68 49 37 21 15 12 10 10 3 9

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 58 26 33 28 36 51 32 24 47 45 41 37 39 13 26 26 44 44

感染性胃腸炎 552 731 735 752 889 911 819 751 693 651 464 437 354 248 266 324 341 388

水痘 6 9 7 13 13 19 8 6 5 8 4 6 7 3 7 6 14 6

手足口病 6 6 25 12 11 20 22 38 73 84 95 101 113 93 135 177 226 209

伝染性紅斑 2 2 2 2 2 2 4 1 2 3 3 4 2 0 1 0 0 0

突発性発しん 45 39 38 44 50 48 37 37 39 33 24 33 18 20 23 34 30 34

ヘルパンギーナ 0 6 1 1 5 3 9 16 12 17 20 32 26 22 23 56 50 61

流行性耳下腺炎 4 4 6 8 3 5 1 6 4 6 2 3 2 2 2 6 6 7

急性出血性結膜炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

流行性角結膜炎 4 5 11 11 4 9 8 11 8 14 1 9 6 7 6 8 6 4

細菌性髄膜炎*B 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0

無菌性髄膜炎 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1

マイコプラズマ肺炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるもの） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

疾　　　　病　　　　名 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

インフルエンザ*A 4 0 5 5 7 7 10 21 29 37 29 27 41 62 155 253 807

RSウイルス感染症 188 164 156 118 108 91 58 64 58 60 42 24 27 25 35 22 6512

咽頭結膜熱 3 4 6 4 5 1 5 5 11 7 12 10 13 14 25 23 993

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 29 24 32 40 27 49 50 27 31 37 29 60 28 34 24 18 1660

感染性胃腸炎 424 266 368 392 330 369 424 411 414 462 368 425 497 613 731 510 29025

水痘 3 10 13 10 7 11 9 14 14 17 13 22 11 13 9 8 445

手足口病 247 162 169 219 195 208 162 132 132 122 106 70 69 64 66 25 3776

伝染性紅斑 1 0 1 1 3 2 0 0 0 1 0 3 2 3 0 1 88

突発性発しん 39 23 24 32 22 27 30 29 36 22 31 29 28 29 17 16 1614

ヘルパンギーナ 88 25 57 74 54 59 32 33 23 32 28 20 19 14 11 4 957

流行性耳下腺炎 4 4 3 3 2 4 4 7 3 8 13 4 0 3 6 0 202

急性出血性結膜炎 2 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

流行性角結膜炎 7 5 7 6 2 5 11 2 9 4 4 9 7 5 14 8 326

細菌性髄膜炎*B 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 12

無菌性髄膜炎 1 1 0 0 2 1 0 2 1 0 3 0 0 1 1 1 31

マイコプラズマ肺炎 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるもの） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
*A鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く．　*Bインフルエンザ菌，髄膜炎菌，肺炎球菌を原因として同定された場合を除く．

計

（令和 5 年 3 月 31 日現在の把握数） 
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 10.3 月報対象疾病の疾病別月別患者数（令和 4年） 

 
 

 
 
10.4 結核菌の同定試験 

 
 

薬剤感受性試験 

 
 

 

 

 

疾　　　　病　　　　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

性器クラミジア感染症 82 86 104 110 92 95 121 86 113 112 83 88 1172

性器ヘルペスウイルス感染症 19 22 16 24 24 24 20 16 27 23 16 14 245

尖圭コンジローマ 12 10 17 16 21 20 16 13 23 17 21 21 207

淋菌感染症 24 25 28 36 29 22 28 33 29 20 24 18 316

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 52 53 51 41 42 31 35 48 50 55 67 58 583

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 1 1 1 0 1 1 1 0 3 2 1 1 13

薬剤耐性緑膿菌感染症 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 6

遺伝子型別 薬剤感受性試験

芦屋 0 0

伊丹 0 0

宝塚 0 0

加古川 12 0

加東 0 0

龍野 2 0

赤穂 1 0

中播磨 2 0

豊岡 5 1

朝来 6 0

丹波 9 0

洲本 8 0

尼崎市 50 0

西宮市 3 0

明石市 29 0

合計 127 1

健康福祉事務所
（保健所）

件数

薬剤感受性検査結果 件数

耐性なし 1

検査件数合計 1

検査対象薬剤：

SM（硫酸ストレプトマイシン）

EB（塩酸エタンブトール）

KM（硫酸カナマイシン）

INH（イソニアジド）

RFP（リファンピシン）

RBT（リファブチン）

LVFX（レボフロキサシン）

CPFX（シプロフロキサシン）

（令和 5 年 3 月 31 日現在の把握数） 
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10.5 侵襲性肺炎球菌感染症に係る依頼検査 

 
 

 

10.6 腸管出血性大腸菌感染症に係る依頼検査 

 
 

 

10.7 細菌による食中毒（疑）事例の感染源，感染経路調査 

 
 

10.8 劇症型溶血性レンサ球菌感染症に係る依頼検査 

 
 

 

健康福祉事務所，他 菌種 件数 血清型

洲本 S. pneumoniae 1 15A/15F

洲本 S. pneumoniae 1 15A/15F

加古川 S. pneumoniae 1 3

O157 O26 その他の血清型
伊丹 4 0 0
宝塚 4 0 0

加古川 5 1 0
加東 2 0 0
龍野 0 0 1
豊岡 1 0 0
朝来 0 1 0
丹波 0 0 2
洲本 0 0 2

その他の血清型：O111, O91, O121

健康福祉事務所（保健所）
件数

健康福祉事務所 病原菌 件数 当初での検査
朝来 セレウス菌 2 エンテロトキシン試験

伊丹 腸管病原性大腸菌 2 菌検出、病原遺伝子検出、血清型、PFGE

加古川 腸管病原性大腸菌 1 菌検出

朝来 腸管病原性大腸菌 11 菌検出、病原遺伝子検出、血清型、PFGE

宝塚 腸管病原性大腸菌 5 菌検出、病原遺伝子検出、血清型、PFGE

豊岡 腸管病原性大腸菌 5 菌検出、病原遺伝子検出、血清型、PFGE

朝来 腸管病原性大腸菌 1 病原遺伝子検出、血清型、PFGE

朝来 腸管病原性大腸菌 10 菌検出、病原遺伝子検出、血清型、PFGE

加古川 黄色ブドウ球菌 5 エンテロトキシン試験

加古川 サルモネラ属菌 7 血清型

宝塚 サルモネラ属菌 2 血清型

*保健所設置市は除く

健康福祉事務所 菌種 件数 群別※, T型別※, EMM型※

加古川 S. pyogenes 1 A群, T型別不能, EMM49.0

加古川 S. pyogenes 1 A群, T型別不能, EMM81.0

※国立感染症研究所で実施
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10.9 カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症に係る依頼検査 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.10 その他の細菌の依頼検査 

 
 

 

 

 

 

 

 

健康福祉事務所 （保健所） 菌種 件数

K. aerogenes 1
E. cloacae 1
E. cloacae 3

K. aerogenes 1
K. pneumoniae 5
K. aerogenes 4

E. coli 1
C. freundii 1

赤穂 K. oxytoca 1
豊岡 K. aerogenes 2

K. aerogenes 4
E. cloacae 1

K. aerogenes 3
E. cloacae 3

M. morganii 1
*保健所設置市は除く

宝塚

加古川

加東

朝来

洲本

健康福祉
事務所，他

検体 件数 当所での検査等 当所での検査結果

加古川 インフルエンザ菌菌株 1 莢膜型別 f

感染症対策課 血清 1 ライム病抗体検査※，ボレリアDNAの検出※ 陰性

豊岡 血清 1 ライム病抗体検査※，ボレリアDNAの検出※ 陰性

伊丹 VRE菌株 1 耐性遺伝子の検出  vanC1

龍野 サルモネラ属菌 1 血清型別 型別不能

加古川 菌株（サルモネラ属菌、大腸菌、セレウス菌） 13 血清型別等 S. Schwarzengrund等

龍野 サルモネラ属菌菌株 1 血清型別 S. Yovokome

加古川 Clostridium baratii菌株 1 ボツリヌス毒素遺伝子の検出 陰性

龍野 サルモネラ属菌菌株 1 血清型別 S. Thompson

洲本 インフルエンザ菌菌株 1 莢膜型別 無莢膜型

菌種 検出されたカルバペネマーゼ遺伝子
K. pneumoniae NDM-1

K. oxytoca IMP-6
K. pneumoniae NDM-1
K. pneumoniae IMP-6

E. coli IMP-6
E. cloacae NDM-1
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兵庫県立健康科学研究所業務年報 
 

- 49 - 
 

10.11 新型コロナウイルスの検出状況 

 
 

10.12 インフルエンザウイルスの検出状況 

 
 

10.13 豚日本脳炎ウイルス抗体保有状況 

 
 

 

検査実施
年月

検体数 陽性検体数
陽性率

(%)

令和4年4月 1,058 213 20.1

5月 648 208 32.1

6月 278 44 15.8

7月 2,063 983 47.6

8月 2,674 1,681 62.9

9月 632 271 42.9

10月 207 49 23.7

11月 254 67 26.4

12月 338 212 62.7

令和5年1月 435 249 57.2

2月 128 25 19.5

3月 48 2 4.2

合計 8,763 4,004 45.7

A(H1N1)
pdm09

A香港型
B型

（Victoria系統）
B型

（Yamagata系統）
陰性

令和4年4月 0 0 0 0 0 0

5月 0 0 0 0 0 0

6月 0 0 0 0 0 0

7月 10 0 10 0 0 0

8月 0 0 0 0 0 0

9月 1 0 1 0 0 0

10月 0 0 0 0 0 0

11月 1 0 1 0 0 0

12月 3 0 3 0 0 0

令和5年1月 27 0 26 0 0 1

2月 36 0 36 0 0 0

3月 16 0 16 0 0 0

合計 94 0 93 0 0 1

検体搬入年月 検体数
ウイルス検出数

<10 10 20 40 80 160 320 ≧640
6/8 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6/23 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7/6 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7/20 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8/3 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8/24 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9/7 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9/28 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

採血月日 検査頭数
HI抗体価 陽性率

(%)
2ME感受性

(%)
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10.14 蚊媒介感染症の検査 

 
 

10.15 ダニ媒介感染症の検査 

 
 

 

10.16 HIVの検査 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾患名 検体数 患者数（陽性数） ウイルス型（検出人数) 備考

デング熱 2 0 - -

チクングニア熱 2 0 - -

ジカウイルス感染症 2 0 - -

疾患名 検体数 患者数 陽性数 備考

日本紅斑熱 110 42 11 遺伝子及び抗体検査

つつが虫病 98 34 7 遺伝子及び抗体検査

重症熱性血小板減少症候群 41 31 2 遺伝子検査

疾患名 検体数 患者数（陽性数） 備考
68 68（0） 職員特殊健診
1 1（1） 確認検査

HIV
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10.17 集団嘔吐下痢症からのノロウイルス等の検出状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例No. 月 日
健康福祉
事務所

原因施設 感染経路 原因食 対象者 患者数 検体 検体数 陽性数
検出

ウイルス

朝来 調理従事者 10

有症者 11

加古川 有症者 1

伊丹 有症者 2

宝塚 有症者 5

豊岡 有症者 5

2 7 7 伊丹 その他 食品疑い 不明 74 11 有症者 1

3 7 17 加古川 その他 食品疑い

鶏肉とカ
シュー

ナッツの
炒め丼

58 56 有症者 3

加東 有症者 1

加古川 有症者 5

丹波 有症者 2

芦屋 有症者 1

5 9 25 芦屋 飲食店 食品疑い 不明 5 3 有症者 1

洲本 調理従事者 6 3 NoV GⅡ

有症者 3 3 NoV GⅡ

拭き取り 10

龍野 有症者 1 1 NoV GⅡ

伊丹 有症者 1 1 NoV GⅡ

7 11 14 加古川 飲食店 食品疑い 不明 3 有症者 3

8 1 17 伊丹 仕出屋 食品疑い 不明 1031 60 有症者 1 1 NoV GⅡ

9 2 4 加東 その他 食品疑い 不明 52 16 有症者 1 1 NoV GⅡ

芦屋 有症者 1 1 NoV GⅡ

伊丹 有症者 1 1 NoV GⅡ

加東 調理従事者 6 3 NoV GⅡ

有症者 7 6 NoV GⅡ

拭き取り 10

龍野 有症者 1 1 NoV GⅡ

加古川 有症者 1 1 NoV GⅡ

丹波 有症者 2 2 NoV GⅡ

12 2 17 加古川 その他 食品疑い 不明 49 12 有症者 1 1 NoV GⅡ

伊丹 有症者 1 1 NoV GⅡ

芦屋 有症者 1 1 NoV GⅡ

調理従事者 2 2 NoV GⅡ

有症者 4 4 NoV GⅡ

拭き取り 10

　NoV GⅠ：ノロウイルスGⅠ、NoV GⅡ：ノロウイルスGⅡ

食品疑い 不明 27 714 3 4 宝塚 飲食店

不明 32 16

13 2 20 飲食店 食品疑い 不明 12 不明

11 2 12 飲食店 食品疑い

不明 45 23

10 2 12 飲食店 食品疑い 不明 22 21

6 10 23 旅館 食品疑い　

251 171

4 9 24 飲食店 食品疑い 不明 217 154

1 6 11 仕出屋 食品疑い
ほうれん
草の白和

え
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10.18 麻しん及び風しんウイルスの検出状況 

 
 

10.19.1 感染症発生動向調査における月別病原体検査件数 
                           （インフルエンザの検体を除く） 

 
 

10.19.2 感染症発生動向調査における月別疾患別病原体検査件数 
                           （インフルエンザの検体を除く） 

 
 

患者数 検体数 患者数 遺伝子型（患者数） 患者数 検体数 患者数 遺伝子型（患者数）

芦屋 1 2 0 - 0 0 0 -

加古川 0 0 0 - 1 5 0 -

加東 1 3 0 - 0 0 0 -

朝来 1 3 0 - 1 2 0 -

合計 3 8 0 2 7 0

健康福祉
事務所

麻しんウイルス 風しんウイルス

検査数 陽性数 検査数 陽性数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6 17 39 41 16 17 8 21 12 10 7 7 201

4 9 31 39 15 16 4 11 9 6 3 7 154

咽頭ぬぐい液 1 4 11 5 2 4 1 2 9 5 2 1 47

鼻腔ぬぐい液 0 3 18 35 11 9 3 8 1 1 1 3 93

髄液 1 1 0 0 0 0 1 4 1 0 0 0 8

便 1 1 4 0 2 3 1 2 0 3 1 3 21

尿 0 2 3 0 0 0 1 2 0 0 1 0 9

血液 3 5 3 1 1 1 1 3 0 1 2 0 21

気管吸引液 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

その他 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

患者数

検査材料

令和4年 令和5年
合計

検体採取月

検体数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

アデノウイルス 1型 0 1 2 1 0 0 0 0 1 2 0 1 8

咽頭結膜熱 アデノウイルス 2型 0 2 7 3 0 0 0 0 2 0 0 0 14

アデノウイルス 4型 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

アデノウイルス 5型 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2

ヒトヘルペスウイルス 6 (HHV6) 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

手足口病 コクサッキーウイルス A6型 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

ノロウイルス GⅡ.4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

パレコウイルス 1型 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

アデノウイルス 2型 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

アデノウイルス 41型 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2

ライノウイルス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

RSウイルス 0 1 17 35 11 8 3 2 0 0 0 2 79

ヒトメタニューモウイルス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

エコーウイルス30型 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ヒトボカウイルス 0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 4

ライノウイルス 0 0 4 7 0 1 2 1 0 0 0 1 16

ヒトヘルペスウイルス 7 (HHV7) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

発疹症（突発性発疹含む） ヒトヘルペスウイルス 6 (HHV6) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

ライノウイルス 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

ヒトボカウイルス 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ヒトヘルペスウイルス 6 (HHV6) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

インフルエンザ菌 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

サイトメガロウイルス 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

BKウイルス 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1 6 38 50 11 12 5 3 9 4 1 9 149

感染性胃腸炎

RSウイルス感染症

呼吸器疾患
（上気道炎・下気道炎）

その他（肝障害等）

検出数（合計）

疾患名 検出病原体
令和4年 令和5年

合計
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10.20 農産物の残留農薬試験結果 

（国産品） 
 

実施期間：令和 4年 5月～令和 4年 11月 
 

分 類 食品分類 検 出 農 薬 名 検出数 / 検体数 検出値 ppm 基準値 ppm 

野 菜 アスパラガス   0 / 1       

 
おくら 

 
0 / 1   

 
  

 
かぼちゃ   0 / 11       

 
カリフラワー   0 / 1       

 
かんしょ   0 / 2       

 
キャベツ   0 / 1       

 
きゅうり アセタミプリド 1 / 10   0.04 2 

 
  アゾキシストロビン 1 / 

 
  0.02 1 

 
  イプロジオン 1 / 

 
  0.17 5.0 

 
  カルベンダジム 2 / 

 
  0.01-0.02 3 

 
  クロルフェナピル 1 / 

 
  0.04 0.5 

 
  ジノテフラン 3 / 

 
  0.02-0.13 2 

 
  プロシミドン 1 / 

 
  0.04 4 

 
  ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 1 /     0.02 0.5 

 
こまつな ジノテフラン 2 / 2   0.01-0.07 10 

 
ごぼう   0 / 1       

 
さといも類 アゾキシストロビン 1 / 2   0.01 1 

 
しいたけ   0 / 1       

 
しゅんぎく エトフェンプロックス 1 / 2   0.01 0.01 

 
  ダイアジノン 1 /     0.12 0.01 

 
しろうり   0 / 1       

 
すいか   0 / 1       

 
だいこん(根) ジノテフラン 1 / 7   0.02 0.5 

 
チンゲンサイ イミダクロプリド 1 / 1   0.15 5 

 
  クロラントラニリプロール 1 / 

 
  0.44 20 

 
  ジノテフラン 1 /     0.43 10 

 
トマト イプロジオン 1 / 8   0.14 5.0 

 
  カルベンダジム 1 / 

 
  0.02 3 

 
  ジノテフラン 1 / 

 
  0.06 2 

 
  トリフルミゾール 1 / 

 
  0.02 2 

 
  フルジオキソニル 1 / 

 
  0.02 5 

 
  フルフェノクスロン 2 / 

 
  0.02 0.5 

 
  フロニカミド 1 / 

 
  0.06 1 

 
  

ペンチオピラド 

 
1 / 

 
  0.02 3 

 
  ルフェヌロン 1 /     0.02 0.5 
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10.20 農産物の残留農薬試験結果 

（国産品） 
 

実施期間：令和 4年 5月～令和 4年 11月 
 

分 類 食品分類 検 出 農 薬 名 検出数 / 検体数 検出値 ppm 基準値 ppm 

野 菜 アスパラガス   0 / 1       

 
おくら 

 
0 / 1   

 
  

 
かぼちゃ   0 / 11       

 
カリフラワー   0 / 1       

 
かんしょ   0 / 2       

 
キャベツ   0 / 1       

 
きゅうり アセタミプリド 1 / 10   0.04 2 

 
  アゾキシストロビン 1 / 

 
  0.02 1 

 
  イプロジオン 1 / 

 
  0.17 5.0 

 
  カルベンダジム 2 / 

 
  0.01-0.02 3 

 
  クロルフェナピル 1 / 

 
  0.04 0.5 

 
  ジノテフラン 3 / 

 
  0.02-0.13 2 

 
  プロシミドン 1 / 

 
  0.04 4 

 
  ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 1 /     0.02 0.5 

 
こまつな ジノテフラン 2 / 2   0.01-0.07 10 

 
ごぼう   0 / 1       

 
さといも類 アゾキシストロビン 1 / 2   0.01 1 

 
しいたけ   0 / 1       

 
しゅんぎく エトフェンプロックス 1 / 2   0.01 0.01 

 
  ダイアジノン 1 /     0.12 0.01 

 
しろうり   0 / 1       

 
すいか   0 / 1       

 
だいこん(根) ジノテフラン 1 / 7   0.02 0.5 

 
チンゲンサイ イミダクロプリド 1 / 1   0.15 5 

 
  クロラントラニリプロール 1 / 

 
  0.44 20 

 
  ジノテフラン 1 /     0.43 10 

 
トマト イプロジオン 1 / 8   0.14 5.0 

 
  カルベンダジム 1 / 

 
  0.02 3 

 
  ジノテフラン 1 / 

 
  0.06 2 

 
  トリフルミゾール 1 / 

 
  0.02 2 

 
  フルジオキソニル 1 / 

 
  0.02 5 

 
  フルフェノクスロン 2 / 

 
  0.02 0.5 

 
  フロニカミド 1 / 

 
  0.06 1 

 
  

ペンチオピラド 

 
1 / 

 
  0.02 3 

 
  ルフェヌロン 1 /     0.02 0.5 
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なす  クロルフェナピル 1 / 3   0.07 1 

 
  トルフェンピラド 1 / 

 
  0.31 2 

 
  メタラキシル 1 /     0.04 1 

 
にんじん イプロジオン 1 / 5   0.02 5.0 

 
  リニュロン 2 /     0.06-0.28 1 

 
はくさい   0 / 1       

 
ばれいしょ   0 / 3       

 
ピーマン イミダクロプリド 1 / 4   0.02 3 

 
  プロシミドン 1 /     0.04 10 

 
ブロッコリー   0 / 1       

 
ほうれんそう イミダクロプリド 1 / 1   0.01 15 

 
やまいも アゾキシストロビン 1 / 1   0.03 1 

 
未成熟いんげん アセタミプリド 1 / 1   0.41 3 

 
  アゾキシストロビン 1 / 

 
  0.14 3 

 
  フェンピロキシメート 1 / 

 
  0.02 0.7 

 
  フルジオキソニル 1 /     0.02 5 

 
レタス アセタミプリド 1 / 2   0.22 10 

 

その他のうり科

野菜 
  0 / 4       

  その他の野菜   0 / 2       

果 実 いちご シフルフェナミド 1 / 1   0.05 0.7 

 
  トリフルミゾール 1 / 

 
  0.02 1 

 
  フルフェノクスロン 1 /     0.05 0.5 

 
かき   0 / 1       

 
ぶどう ジノテフラン 1 / 1   0.28 15 

 
  チアクロプリド 1 / 

 
  0.24 2 

 
  フェンブコナゾール 1 / 

 
  0.10 3 

 
  メタラキシル 1 /     0.01 1 

 
みかん カルベンダジム 1 / 1   0.10 3 

 
  ジノテフラン 1 /     0.01 2 

 
メロン類果実   0 / 1       

 
りんご アセタミプリド 1 / 1   0.02 2 

 
  カルベンダジム 1 / 

 
  0.08 3 

 
  クロラントラニリプロール 1 / 

 
  0.02 1 

 
  チアクロプリド 1 / 

 
  0.04 2 

 
  ピラクロストロピン 1 / 

 
  0.02 1 

 
  フルベンジアミド 1 / 

 
  0.02 1 

 
  プロパルギット 1 / 

 
  0.04 5 

 
  ボスカリド 1 /     0.04 2 
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  その他の果実   0 / 1       

検体数：88 
 

62 / 88 
   

 

(輸入品） 
  

実施期間：令和 4年 5月～令和 4年 11月 
 

分 類 食品分類 検 出 農 薬 名 検出数 / 検体数 検出値 ppm 基準値 ppm 

野 菜 かぼちゃ イミダクロプリド 2 / 3   0.02 1 

 
ピーマン アゾキシストロビン 1 / 2   0.06 3 

 
  ピラクロストロビン 1 / 

 
  0.10 1 

 
  ピリダリル 1 / 

 
  0.01 2 

 
  フルベンジアミド 1 / 

 
  0.11 3 

 
  フロニカミド 1 / 

 
  0.01 2 

 
  ボスカリド 1 / 

 
  0.16 10 

    メタラキシル 1 /     0.01 2 

果 実 キウィー   0 / 2       

 
パイナップル   0 / 2       

 
バナナ カルベンダジム 3 / 7   0.01-0.04 3 

 
  クロルピリホス 4 / 

 
  0.02-0.10 2 

 
  ビフェントリン 1 / 

 
  0.01 0.1 

 
  プロクロラズ 1 /     0.05 5 

 
ぶどう クロラントラニリプロール 1 / 1   0.02 2 

 
  シフルトリン 1 / 

  
0.02 2 

 
  シプロジニル 1 / 

  
0.07 5 

 
  ピラクロストロビン 1 / 

  
0.01 2 

 
  フルジオキソニル 1 / 

  
0.07 5 

    ボスカリド 1 /     0.03 10 

検体数：17 
 

24 / 17 
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検査項目一覧（農薬 295種，代謝物 5種） 

　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm) 　農　薬 定量限界(ppm)

BHC(α -, β -, γ -, δ- ) 0.005 ｸﾛﾌｪﾝﾃｼﾞﾝ 0.01 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.01 ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ 0.01

DDT (o,p'-,p,p'- ) 0.01 ｸﾛﾏｿﾞﾝ 0.01 ﾀﾞｲｱﾚｰﾄ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01

EPN 0.01 ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 0.01 ﾀﾞｲﾑﾛﾝ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 0.01

EPTC 0.01 ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ 0.01 ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 0.01

TCMTB 0.01 ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 0.01 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 0.01 ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ(-E,-Z) 0.01

ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 0.01 ｸﾛﾙｴﾄｷｼﾎｽ 0.01 ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ 0.01

ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ 0.01 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 0.01

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ｸﾛﾙﾃﾞﾝ(ｼｽ-,ﾄﾗﾝｽ-) 0.01 ﾁｵﾒﾄﾝ 0.01 ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ 0.01

ｱｾﾄｸﾛｰﾙ 0.01 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.01 ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 0.01 ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾌｪﾝ 0.01

ｱｾﾌｪｰﾄ 0.01 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.005 ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ(-E,-Z) 0.01

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.01 ﾃｸﾅｾﾞﾝ 0.01 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 0.01

ｱﾄﾗｼﾞﾝ 0.01 ｸﾛﾙﾌｪﾝｿﾝ 0.01 ﾃﾄﾗｸﾛﾙﾋﾞﾝﾎｽ 0.01 ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ 0.01

ｱﾆﾛﾎｽ 0.01 ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ(-E,-Z ) 0.01 ﾃﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾋﾟﾛｷﾛﾝ 0.01

ｱﾒﾄﾘﾝ 0.01 ｸﾛﾙﾌﾞﾌｧﾑ 0.01 ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ 0.01 ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ 0.01

ｱﾗｸﾛｰﾙ 0.01 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ 0.01 ﾌｧﾑﾌｰﾙ 0.01

ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.01 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ 0.01 ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 0.01

ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.005 ｸﾛﾛｸｽﾛﾝ 0.01 ﾃﾌﾞﾁｳﾛﾝ 0.01 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 0.002

ｲｻｿﾞﾎｽ 0.01 ｸﾛﾛﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ 0.01 ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾄﾞ 0.01 ﾌｪﾅﾐﾎｽ 0.01

ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ｼｱﾅｼﾞﾝ 0.01 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 0.01

ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 0.01 ｼｱﾉﾎｽ 0.01 ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.01

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 0.01 ｼﾞｳﾛﾝ 0.01 ﾃﾞﾒﾄﾝSﾒﾁﾙ 0.01 ﾌｪﾉｷｻﾆﾙ 0.01

ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾉｷｼｶﾙﾌﾞ 0.01

ｲﾌﾟﾛﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞ 0.01 ｼﾞｵｷｻﾁｵﾝ 0.01 ﾃﾙﾌﾞﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾉｷｻﾌﾟﾛｯﾌﾟｴﾁﾙ 0.01

ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ 0.01 ｼﾞｸﾛｼﾒｯﾄ 0.01 ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 0.005 ﾌｪﾉﾁｵｶﾙﾌﾞ 0.01

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ 0.01 ﾌｪﾉﾄﾘﾝ 0.01

ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ｼﾞｸﾛﾌﾙｱﾆﾄﾞ 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 0.01 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.01

ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ 0.01 ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ 0.01 ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 0.01 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ(-E,-Z ) 0.01

ｴﾁｵﾝ 0.01 ｼﾞｸﾛﾗﾝ 0.01 ﾄﾘｱﾚｰﾄ 0.01 ﾌｪﾝｱﾐﾄﾞﾝ 0.01

ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 0.01 ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝｸﾛﾙﾎｽ 0.01

ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 0.01 ｼﾞｺﾎｰﾙ 0.01 ﾄﾘﾁｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ 0.01

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 0.01 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾞﾎｽ 0.01 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01

ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 0.01 ｼﾆﾄﾞﾝｴﾁﾙ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 0.01

ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ 0.01 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 0.01

ｴﾎﾟｷｼｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ(-E,-Z ) 0.01

ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(α-, β- ) 0.01 ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ 0.01 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01

ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 0.005 ｼﾞﾌｪﾅﾐﾄﾞ 0.01 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 0.01

ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 0.01 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾅﾌﾟﾛｱﾆﾘﾄﾞ 0.01 ﾌｻﾗｲﾄﾞ 0.01

ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ 0.01 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 0.01 ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 0.01 ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ 0.01

ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 0.01 ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 0.01 ﾆﾄﾗﾋﾟﾘﾝ 0.01 ﾌﾞﾀﾌｪﾅｼﾙ 0.01

ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.01 ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ 0.01 ﾆﾄﾛﾀｰﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.01 ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 0.01

ｵﾒﾄｴｰﾄ 0.01 ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾉﾊﾞﾙﾛﾝ 0.01 ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ 0.01

ｵﾘｻﾞﾘﾝ 0.01 ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ 0.01 ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 0.01

ｶｽﾞｻﾎｽ 0.01 ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 0.01 ﾊﾞｰﾊﾞﾝ 0.01 ﾌﾗﾁｵｶﾙﾌﾞ 0.01

ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.01 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌﾗﾑﾌﾟﾛｯﾌﾟﾒﾁﾙ 0.01

ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝｴﾁﾙ 0.01 ｼﾏｼﾞﾝ 0.01 ﾊﾞﾐﾄﾞﾁｵﾝ(XMC) 0.01 ﾌﾙｱｸﾘﾋﾟﾘﾑ 0.01

ｶﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 0.01 ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 0.01 ﾌﾙｷﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01

ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ(MBC) 0.01 ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ(-E,-Z ) 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 0.01 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 0.01

ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 0.01 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 0.01 ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 0.01 ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ 0.01

ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ 0.01 ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ(-E,-Z ) 0.01 ﾋﾟｺﾘﾅﾌｪﾝ 0.01 ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ 0.01

ｷﾅﾙﾎｽ 0.01 ｼﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 0.01 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 0.01

ｷﾉｷｼﾌｪﾝ 0.01 ｼﾞﾒﾋﾟﾍﾟﾚｰﾄ 0.01 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 0.01 ﾌﾙﾄﾘｱﾎｰﾙ 0.01

ｷｬﾌﾟﾀﾝ 0.01 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 0.01 ﾋﾟﾍﾟﾛﾆﾙﾌﾞﾄｷｼﾄﾞ 0.01 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 0.01

ｷﾝﾄｾﾞﾝ 0.01 ｽﾋﾟﾛﾃﾄﾗﾏﾄ 0.01 ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 0.01 ﾌﾙﾌｪﾅｾｯﾄ 0.01

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.01 ｿﾞｷｻﾐﾄﾞ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ 0.01

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 0.01 ﾀｰﾊﾞｼﾙ 0.01 ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ 0.01 ﾌﾙﾌｪﾝﾋﾟﾙｴﾁﾙ 0.01  
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ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ 0.01 ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ 0.01 ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ 0.01

ﾌﾙﾐｵｷｻｼﾞﾝ 0.01 ﾌﾞﾛﾏｼﾙ 0.01 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 0.01 ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ 0.01

ﾌﾙﾐｸﾛﾗｯｸﾍﾟﾝﾁﾙ 0.01 ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 0.01

ﾌﾙﾘﾄﾞﾝ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ 0.01 ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 0.01 ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ(-E) 0.01

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 0.01 ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ 0.01 ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ 0.01

ﾌﾟﾛｸﾛﾗｽﾞ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾎｽ 0.01 ﾎｻﾛﾝ 0.01 ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 0.01

ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾎｽｴﾁﾙ 0.01 ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 0.01 ﾒﾋﾞﾝﾎｽ(-E,-Z) 0.01

ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 0.01 ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 0.01 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ 0.01 ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ 0.01

ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ 0.01 ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾎｽﾌｧﾐﾄﾞﾝ(-E,-Z) 0.01 ﾒﾌｪﾝﾋﾟﾙｼﾞｴﾁﾙ 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟｷｻﾞﾎｯﾌﾟ 0.01 ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ 0.01 ﾎｽﾒｯﾄ 0.01 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟｸﾛｰﾙ 0.01 ﾍﾞﾅﾗｷｼﾙ 0.01 ﾎﾚｰﾄ 0.01 ﾓﾉｸﾛﾄﾎｽ 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟｼﾞﾝ 0.01 ﾍﾞﾉｷｻｺｰﾙ 0.01 ﾏﾗﾁｵﾝ 0.01 ﾓﾉﾘﾆｭﾛﾝ 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ 0.01 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 0.01 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 0.01 ﾘﾆｭﾛﾝ 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ 0.01 ﾍﾟﾙﾀﾝ 0.01 ﾒｶﾙﾊﾞﾑ 0.01 ﾙﾌｪﾇﾛﾝ 0.01

ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ 0.01 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾒｿﾐﾙ 0.01 ﾚﾅｼﾙ 0.01

ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾍﾟﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾒﾀｸﾘﾎｽ 0.01

ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 0.01 ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ 0.01 ﾒﾀﾍﾞﾝｽﾞﾁｱｽﾞﾛﾝ 0.01

ﾌﾟﾛﾋﾄﾞﾛｼﾞｬｽﾓﾝ 0.01 ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ 0.01 ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 0.01

ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 0.01 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾒﾀﾗｷｼﾙ 0.01

ﾌﾟﾛﾍﾟﾀﾝﾎｽ 0.01 ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 0.01 ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 0.01

[代謝物]

DDD (p,p'- ) 0.01

DDE (p,p'- ) 0.01

ｲｿﾌｪﾝﾎｽｵｷｿﾝ 0.01

ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｽﾙﾌｧｰﾄ 0.01

ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝｽﾙﾎﾝ 0.01

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.21 国産食肉の残留農薬試験結果 

実施期間：令和 4年 7 月 
    検体の種類 

試験項目 
牛-筋肉 

（4検体） 

豚-筋肉 

（4検体） 

鶏-筋肉 

（4検体） 

農薬  194 種 

代謝物 6種           総検体数：12検体 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 
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農　薬 定量限界(ppm) 農　薬 定量限界(ppm) 農　薬 定量限界(ppm)

DDT (o,p'-,p,p'- ) 0.01 ｸﾛﾛﾈﾌﾞ 0.01 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.01
EPTC 0.01 ｸﾛﾛﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ 0.01 ﾌｪﾉｷｻﾆﾙ 0.01
γ-BHC 0.01 ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ 0.01 ﾌｪﾉｷｻﾌﾟﾛｯﾌﾟｴﾁﾙ 0.01
ｱｻﾞﾒﾁﾎｽ 0.01 ｼﾞｸﾛﾗﾝ 0.01 ﾌｪﾉｷｼｶﾙﾌﾞ 0.01
ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 0.01 ﾌｪﾉﾄﾘﾝ 0.01
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ｼﾞｺﾎｰﾙ 0.01 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.01
ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ 0.01 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ 0.01
ｱﾄﾗｼﾞﾝ 0.01 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾝｱﾐﾄﾞﾝ 0.01
ｱﾆﾛﾎｽ 0.01 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01
ｱﾒﾄﾘﾝ 0.01 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ 0.01
ｱﾗｸﾛｰﾙ 0.01 ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 0.01
ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.01 ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ 0.005
ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 0.01 ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01
ｱﾚｽﾘﾝ 0.01 ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 0.01 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 0.01
ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.01 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾌｪﾝﾒﾃﾞｨﾌｧﾑ 0.01
ｲｿｷｻﾌﾙﾄｰﾙ 0.02 ｼﾏｼﾞﾝ 0.01 ﾌﾞﾀﾌｪﾅｼﾙ 0.01
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 0.01
ｲﾌﾟﾛﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞ 0.01 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 0.01 ﾌﾗﾁｵｶﾙﾌﾞ 0.01
ｲﾏｻﾞﾘﾙ 0.01 ｼﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾌﾗﾑﾌﾟﾛｯﾌﾟﾒﾁﾙ 0.01
ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 0.01 ｽﾋﾟﾛｼﾞｸﾛﾌｪﾝ 0.01 ﾌﾙｷﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01
ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.01 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 0.01
ｴﾁｵﾝ 0.01 ﾀﾞｲｱﾚｰﾄ 0.01 ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ 0.01
ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 0.01 ﾀﾞｲﾑﾛﾝ 0.01 ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ 0.01
ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 0.01 ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 0.01
ｴﾄﾌﾒｾｰﾄ 0.01 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 0.01 ﾌﾙﾌｪﾅｾｯﾄ 0.01
ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 0.01 ﾁｵﾒﾄﾝ 0.01 ﾌﾙﾐｸﾛﾗｯｸﾍﾟﾝﾁﾙ 0.01
ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ 0.01 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 0.01 ﾌﾙﾘﾄﾞﾝ 0.01
ｴﾎﾟｷｼｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾃｸﾅｾﾞﾝ 0.01 ﾌﾟﾛｸﾛﾗｽﾞ 0.01
ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(α -,β - ) 0.01 ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.01
ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 0.01 ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 0.01 ﾌﾟﾛﾊﾟｷｻﾞﾎｯﾌﾟ 0.01
ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 0.01 ﾃﾌﾟﾗﾛｷｼｼﾞﾑ 0.01 ﾌﾟﾛﾊﾟｸﾛｰﾙ 0.01
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 0.01 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 0.01 ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ 0.01
ｵｷｻﾍﾞﾄﾘﾆﾙ 0.01 ﾃﾙﾌﾞﾄﾘﾝ 0.01 ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ 0.01
ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ 0.01 ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 0.01 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01
ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ 0.01 ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 0.01
ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝｴﾁﾙ 0.01 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 0.01 ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 0.01
ｶﾙﾍﾞﾀﾐﾄﾞ 0.01 ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 0.01 ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ 0.01
ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ 0.01 ﾄﾘｱﾚｰﾄ 0.01 ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 0.01
ｶﾙﾎﾞｷｼﾝ 0.01 ﾄﾘﾁｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01 ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 0.01
ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 0.01 ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ 0.01
ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾑﾛﾝ 0.01 ﾍﾞﾅﾗｷｼﾙ 0.01
ｷﾅﾙﾎｽ 0.01 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 0.01 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 0.01
ｷﾉｷｼﾌｪﾝ 0.01 ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01
ｷﾝﾄｾﾞﾝ 0.01 ﾆﾄﾗﾋﾟﾘﾝ 0.01 ﾍﾟﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 0.01
ｸﾐﾙﾛﾝ 0.01 ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ 0.01 ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ 0.01
ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 0.01 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 0.01
ｸﾚﾄｼﾞﾑ 0.01 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 0.01 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 0.01
ｸﾛｷﾝﾄｾｯﾄﾒｷｼﾙ 0.01 ﾊﾛｷｼﾎｯﾌﾟ 0.01 ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 0.01
ｸﾛｼﾞﾅﾎｯﾌﾟﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞﾙ 0.01 ﾋﾟｺﾘﾅﾌｪﾝ 0.01 ﾎｽﾒｯﾄ 0.01
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 0.01 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 0.01 ﾎﾚｰﾄ 0.01
ｸﾛﾌｪﾝﾃｼﾞﾝ 0.01 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 0.01 ﾏﾗﾁｵﾝ 0.01
ｸﾛﾏｿﾞﾝ 0.01 ﾋﾟﾍﾟﾛﾆﾙﾌﾞﾄｷｼﾄﾞ 0.01 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 0.01
ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 0.01 ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.01 ﾒﾀｸﾘﾎｽ 0.01
ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ 0.01 ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ 0.01 ﾒﾀﾍﾞﾝｽﾞﾁｱｽﾞﾛﾝ 0.01
ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ 0.01 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 0.01 ﾒﾀﾗｷｼﾙ 0.01
ｸﾛﾙﾃﾞﾝ(ｼｽ-,ﾄﾗﾝｽ-) 0.01 ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ 0.01 ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ 0.01
ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.01 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 0.01 ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ 0.01
ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ 0.01 ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 0.01
ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.01 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 0.01 ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ 0.01
ｸﾛﾙﾌｪﾝｿﾝ 0.01 ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ 0.01 ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ 0.01
ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ 0.01 ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ 0.01 ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 0.01
ｸﾛﾙﾌﾞﾌｧﾑ 0.01 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 0.01 ﾒﾌｪﾝﾋﾟﾙｼﾞｴﾁﾙ 0.01
ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 0.01 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 0.01 ﾓﾉﾘﾆｭﾛﾝ 0.01
ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾄﾞ 0.01 ﾌｪﾅﾐﾎｽ 0.01 ﾘﾆｭﾛﾝ 0.01
ｸﾛﾛｸｽﾛﾝ 0.01 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 0.01
[代謝物]
DDD (p,p'- ) 0.01 ｵｷｼｸﾛﾙﾃﾞﾝ 0.01 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄﾞ 0.01
DDE (p,p'- ) 0.01 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝｽﾙﾎﾝ 0.01
ｼﾞｺﾎｰﾙ代謝物 ： 4,4'-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 0.01

検査項目一覧　（農薬194種、代謝物6種）
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10.22 畜水産食品等の残留医薬品試験結果（輸入畜水産食品） 

実施期間：令和 4年 8 月～令和 4年 10 月 

試験項目 
牛肉 

（5検体） 

豚肉 

（5検体） 

鶏肉 

（5検体） 

えび 

（14検体） 

テトラサイクリン類（4種）注1 
すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

フルオロキノロン剤（6種）注2 
すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

酸性キノロン剤（2 種）注 3 
すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

サルファ剤（12 種）注 4 
すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

すべて残留は 
認められない 

ホルモン剤 （2種）注 5 
すべて残留は 
認められない 

   

総検体数：29検体 
注 1：オキシテトラサイクリン，テトラサイクリン，クロルテトラサイクリン，ドキシサイクリン 
注 2：エンロフロキサシン，オフロキサシン，サラフロキサシン，ジフロキサシン，シプロフロキサシン，

ノルフロキサシン 
注 3：オキソリニック酸，フルメキン 
注 4：スルファキノキサリン，スルファクロルピリダジン，スルファジアジン，スルファジミジン，スルフ

ァジメトキシン，スルファチアゾール，スルファドキシン，スルファベンズアミド，スルファメトキ
サゾール，スルファメトキシピリダジン，スルファメラジン，スルファモノメトキシン 

注 5：ゼラノール，β-トレンボロン 
 
定量限界(µg/g)：オキシテトラサイクリン(0.02)，テトラサイクリン(0.02)，クロルテトラサイクリン
(0.03)，ドキシサイクリン(0.05)，ゼラノール(0.002)，β-トレンボロン(0.002)，その他の医薬品(0.01) 
 
 
 
10.23 国産食肉の残留医薬品試験結果 

実施期間：令和 4年 7 月～令和 5年 1月 

品 名 
抗菌性物質注 1 

内寄生虫用剤 

イベルメクチン モキシデクチン 

検体数 結果 検体数 結果 検体数 結果 

牛 肉 5 
すべて残留は 

認められない 
3 残留は認められない 3 残留は認められない 

豚 肉 10 
すべて残留は 

認められない 
3 残留は認められない 

 

鶏 肉 10 
すべて残留は 

認められない 
     

総検体数：25検体 
注 1：オキシテトラサイクリン，テトラサイクリン，クロルテトラサイクリン，ドキシサイクリン，スル

ファキノキサリン，スルファクロルピリダジン，スルファジアジン，スルファジミジン，スルファジ
メトキシン，スルファチアゾール，スルファドキシン，スルファベンズアミド，スルファメトキサゾ
ール，スルファメトキシピリダジン，スルファメラジン，スルファモノメトキシン，オキソリニック
酸，フルメキン 

 
定量限界(µg/g)：オキシテトラサイクリン(0.02)，テトラサイクリン(0.02)，クロルテトラサイクリン
(0.03)，ドキシサイクリン(0.05)，イベルメクチン(0.005)，モキシデクチン(0.005)，その他の医薬品
(0.01) 
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10.24 輸入かんきつ類の防かび剤試験結果 

実施期間：令和 4年 9 月 

品  名 試 験 項 目 検出数 / 検体数 検出値 μg/g  基準値 μg/g 

オ レ ン ジ イマザリル 3 / 3 1.3 ～ 2.2 5.0 

 OPP 注 1 0 / 3   ND 10 

 ジフェニル 0 / 3   ND 70 

 チアベンダゾール 3 / 3 0.70 ～ 2.6 10 

グレープフルーツ イマザリル 3 / 4 0.21 ～ 1.7 5.0 

 OPP 注 1 0 / 4   ND 10 

 ジフェニル 0 / 4   ND 70 

 チアベンダゾール 2 / 4 0.41 ～ 0.74 10 

レ モ ン イマザリル 2 / 3 1.4 ～ 1.6 5.0 

 OPP 注 1 0 / 3   ND 10 

 ジフェニル 0 / 3   ND 70 

 チアベンダゾール 1 / 3 0.15 10 

総検体数：10 

注 1：オルトフェニルフェノール及びオルトフェニルフェノールナトリウム 
定量限界値：0.1 μg/g ND：定量限界値未満 

 
 
10.25 輸入食品における指定外添加物等の試験結果 

実施期間：令和 4年 6 月～令和 4年 11 月 

品  名 
着 色 料 

ﾊﾟﾗｵｷｼ安息香酸ﾒﾁﾙ 

・ソルビン酸 

tert-ﾌﾞﾁﾙﾋﾄﾞﾛｷﾉﾝ

(TBHQ) 
サイクラミン酸 

検体数 結果 検体数 結果 検体数 結果 検体数 結果 

菓 子 類 5 適   4 ND   

チョコレート 3 適 1 ND     

ジ ャ ム   2 

ND 

(ﾊﾟﾗｵｷｼ安息香

酸ﾒﾁﾙ） 

0.39 ～ 
0.52 g/kg 注 1 

（ｿﾙﾋﾞﾝ酸) 

    

即 席 麺     6 ND   

缶詰・瓶詰等   3 ND   10 ND 

乾 燥 果 実   4 

ND 

(ﾊﾟﾗｵｷｼ安息香

酸ﾒﾁﾙ） 

ND ～  
0.42 g/kg 注 2 

（ｿﾙﾋﾞﾝ酸) 

    

飲 料 2 適       

定 量 限 界 値 ― 

0.005 g/kg 

(ﾊﾟﾗｵｷｼ安息香酸ﾒﾁﾙ） 

0.01 g/kg（ｿﾙﾋﾞﾝ酸） 

0.001 g/kg 0.005 g/kg 

総検体数：40   ND：定量限界値未満   

注 1：ソルビン酸基準値（ジャム）：1.0 g/kg(ソルビン酸として) 
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注 2：ソルビン酸基準値（干しすもも）：0.50 g/kg(ソルビン酸として) 

着色料の検査項目：下記の 40 種類 

指定外着色料（日本で使用が認められていないもの）：ポンソー6R，ファストイエローAB，ナフトール

イエローS，クリソイン，レッド 10B，オレンジ G，アシッドバイオレット 7，ブリリアン

トブラック PN，イエロー2G，レッド 2G，ウラニン，ファストレッド E，グリーン S，ポン

ソー2R，アゾルビン，オレンジⅠ，キノリンイエロー，マルチウスイエロー，ポンソーSX，

ポンソー3R，エオシン，オレンジⅡ，オレンジ RN，アシッドブルー1，アミドブラック 10B，

パテントブルーV，アシッドグリーン 9，ベンジルバイオレット 4B（合計 28種類） 

許 可 着 色 料（日本で使用が認められているもの）：食用赤色 2号，食用赤色 3号，食用赤色 40 号，

食用赤色 102号，食用赤色 104号，食用赤色 105号，食用赤色 106号，食用青色 1 号，食

用青色 2 号，食用緑色 3号，食用黄色 4号，食用黄色 5 号（合計 12種類） 

 

 

10.26 米の成分規格試験結果 

実施期間：令和 4年 10月 

品  名 検出数／検 体 数 
検査結果（mg/kg） 

カドミウム 

玄米 8／14 ND ～ 0.14 

総検体数：14  玄米の成分規格：カドミウム含有量 0.4 mg/kg 以下 

検出限界：0.02 mg/kg 

 

 
 
10.27 遺伝子組換え食品の試験結果 

実施期間：令和 4年 7 月 

検査対象項目 品   名 生産地 遺伝子組換え等の表示 試験結果 

ダイズ穀粒 

大豆 カナダ 無表示 検出しない 
大豆 アメリカ 無表示 0.22％ 
大豆 日本 無表示 検出しない 
大豆 日本 無表示 検出しない 
大豆 日本 無表示 検出しない 
大豆 日本 無表示 検出しない 
大豆 アメリカ 分別生産流通管理済み 検出しない 
大豆 日本 組換えでない 検出しない 
大豆 日本 無表示 検出しない 
大豆 カナダ 組換えでない 検出しない 

総検体数：10  定量 PCR法の定量下限値：0.10％   

食品表示における適合基準：遺伝子組換え食品の含有率 5％以下 
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10.28 アレルゲン（特定原材料）を含む食品の試験結果 

実施期間：令和 4年 11月 

検査対象項目 品   名 
アレルゲンを含む食品との製造ライ

ンの共有の警告表示 
検査結果 

小麦 

米菓 無 陰性 
米菓 無 陰性 
米菓 有＊(卵，乳成分，小麦，落花生，えび) 陰性 
米菓 有＊(卵，乳成分，小麦，落花生，えび) 陰性 
米菓 有＊(卵，乳成分，小麦，落花生，えび) 陰性 

総検体数：5  陽性の判定基準：10 µg/g 

＊製造ラインで使用している旨の表示あり 
 
 
10.29 器具・容器包装の規格試験結果 

実施期間：令和 4年 7 月 

材 質 等 検 体 数 
溶 出 試 験（μg/mL） 

鉛 カドミウム 

ガ ラ ス 加熱調理用器具以外 10 ND ND 

陶 磁 器 加熱調理用器具以外 10 ND ND 

総検体数：20 

ND：規格基準値の 1/10未満 

規格基準 ［ガラス製］ 鉛：1.5 μg/mL 以下，カドミウム：0.5 μg/mL 以下（加熱調理用器具以外

の容量 600 mL未満のもの），[陶磁器製] 鉛：2 μg/mL 以下，カドミウム：0.5 μg/mL以

下（加熱調理用器具以外の容量 1.1 L未満のもの） 

 

 

10.30 貝毒検査結果 
 

調査年月 品  名 

麻痺性貝毒 

検体数 
検査結果 

(MU/g) 

令和 4年 4 月 アサリ 6 ND ～ 7.2 

令和 4年 5 月 アサリ 6 ND 

令和 4年 6 月 イワガキ 6 ND 

令和 4年 7 月 イワガキ 5 ND 

令和 4年 8 月 イワガキ 5 ND 

令和 4年 9 月 マガキ 4 ND 

令和 4年 9 月 アサリ 1 ND 

令和 4年 9 月 アカガイ 1 ND 

令和 4年 10 月 マガキ 5 ND 

令和 4年 11 月 マガキ 5 ND 

令和 4年 12 月 マガキ 5 ND ～ 3.8 

令和 5年 1 月 マガキ 1 ND 

令和 5年 2 月 マガキ 7 ND 

令和 5年 3 月 マガキ 7 ND 

総検体数：64  ND：麻痺性貝毒 2.0 MU/g以下，規制値：麻痺性貝毒 4 MU/g 
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10.31 家庭用品（繊維製品）の試買試験結果 
 

実施期間：令和 4年 5 月 

区 分 品 名 試 験 項 目 検 体 数 結  果 

生後 24ヶ月以内 

の乳幼児用 

よ だ れ 掛 け 

ホルムアルデヒド 

2 適 

下 着 2 適 

外 衣 1 適 

外 衣 又 は 中 衣 1 適 

帽 子 1 適 

寝 衣 1 適 

上記以外のもの 
下 着 

ホルムアルデヒド 
1 適 

寝 衣 1 適 

総検体数：10 

繊維製品 （有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に基づく検査） 

適の判定基準：生後 24ヶ月以内の乳幼児用の基準値；A-Ao：0.05 以下，その他の基準値；75 μg/g以

下 

 
 

− 63 −



- 64 - 
 

10.32 浄水の検査結果の概要（検出された項目を記載） 

検  出  項  目 検出数／検体数 検出値 mg/L 
基準値 

目標値  
mg/L 

鉛及びその化合物 1 ／  7 0.001 0.01以下 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 37 ／ 37 0.09   -  2  10 以下 

フッ素及びその化合物 10 ／ 29 0.08   -  0.23 0.8以下 

ホウ素及びその化合物 11 ／ 20 0.01   -  0.03 1.0以下 

1,4-ジオキサン 1 ／ 20 0.007 0.05以下 

塩素酸 10 ／ 49  0.09   -  0.24 0.6以下 

クロロホルム 6 ／ 49 0.001  -  0.012 0.06以下 

ジクロロ酢酸 2 ／ 49 0.006  - 0.009 0.03以下 

ジブロモクロロメタン 41 ／ 49 0.001  -  0.009 0.1以下 

総トリハロメタン 42 ／ 49 0.001  -  0.024 0.1以下 

トリクロロ酢酸 2 ／ 49 0.008  -  0.009 0.03以下 

ブロモジクロロメタン 25 ／ 49 0.001  -  0.009 0.03以下 

ブロモホルム 39 ／ 49 0.001  -  0.006 0.09以下 

アルミニウム及びその化合物 3 ／  7 0.03   -  0.1 0.2以下 

ナトリウム及びその化合物  20 ／ 20 6      -  18 200以下 

塩化物イオン 49 ／ 49 4.1    -  21 200以下 

カルシウム，マグネシウム等

(硬度) 
46 ／ 46 8      -  61 300以下 

蒸発残留物 7 ／  7 75     -  122 500以下 

ジェオスミン 2 ／ 20 0.000001  -  0.000002 0.00001以下 

有機物(全有機炭素(TOC)の

量) 
5 ／  7 0.3    -  1.1 3 以下 

pH 値 7 ／  7 6.4    -  7.2 5.8以上 8.6 以下 

ジクロロアセトニトリル 1 ／  7 0.002 0.01以下（暫定） 

抱水クロラール 1 ／  7 0.004 0.02以下（暫定） 

残留塩素 1 ／  1 0.34 1 以下 

ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸（PFOS）及

びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸（PFOA） 
5 ／  8 0.000004   -  0.000015 0.00005以下(暫定) 
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10.33 水道原水の検査結果の概要（検出された項目を記載） 
 

検 出 項 目 検出数／検体数 検出値 mg/L 
（参考） 
浄水の基準値等(mg/L） 

一般細菌 4 ／  7 3   - 250個/mL 100個/mL以下 

大腸菌 3 ／  7 1   - 197個/100mL 検出されないこと 

亜硝酸態窒素 1 ／  9 0.005 0.04以下 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 5 ／  9 0.43   -  1.5 10 以下 

フッ素及びその化合物 2 ／  9 0.08  - 0.11 0.8以下 

ホウ素及びその化合物 2 ／  9 0.01   -  0.03 1.0以下 

アルミニウム及びその化合物 3 ／  7 0.03  -  0.36 0.2以下 

鉄及びその化合物 2 ／  7 0.1    -  0.23 0.3以下 

ナトリウム及びその化合物 9 ／  9 5.4    -   15 200以下 

マンガン及びその化合物 2 ／  7 0.033  -  0.065 0.05以下 

塩化物イオン 9 ／  9 5.6  -  21 200以下 

カルシウム，マグネシウム等 

(硬度) 
9 ／  9 18    -   51 300以下 

蒸発残留物 7 ／  7 63    -  108 500以下 

ジェオスミン 2 ／  9 0.000008- 0.000097 0.00001以下 

2-メチルイソボルネート 2 ／  9 0.000001- 0.000002 0.00001以下 

有機物(全有機炭素(TOC)の

量) 
5 ／  7 0.5    -   2.2 3 以下 

pH 値 7 ／  7 6.2    -   7.2 5.8以上 8.6 以下 

臭気 2 ／  7 土臭 異常がないこと 

色度 3 ／  7 0.7    -   7.7 5 度以下 

濁度 2 ／  7 2.7    -   7.2 2 度以下 

遊離炭酸 6 ／  7 2.6    -  17 20 以下 

有機物等(過マンガン酸カリ

 

7 ／  7 0.7    -   7.9 3 以下 

臭気強度(TON) 2 ／  7 3      -  10 3 以下 

腐食性(ランゲリア指数) 7 ／  7 -3.0    -  -2.1 
-1 程度以上とし 

極力 0に近づける 

ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸(PFOS)及

びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸(PFOA) 
25 ／ 28 0.000007 - 0.000046 0.00005以下(暫定) 

アンモニア態窒素 2 ／  7 0.02  

生物化学的酸素要求量(BOD) 2 ／  2 0.8 -   0.9  

化学的酸素要求量(COD) 2 ／  2 2.2 -   3.9  

浮遊物質量(SS) 2 ／  2 3       -   9  

侵食性遊離炭酸 5 ／  5 6.6 -   16  

全窒素 2 ／  2 0.16 -   0.28  

全リン 2 ／  2 0.02   -  0.12  

ミクロキスチン-LR 3 ／  6 0.00013 -  0.00053 0.0008(暫定値) 
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10.34 水道水質試験の検査項目 

基  準  項  目 （51 項 目） 水 質 管 理 目 標 設 定 項 目（27項目） 

一般細菌 

大腸菌 

カドミウム及びその化合物 

水銀及びその化合物 

セレン及びその化合物 

鉛及びその化合物 

ヒ素及びその化合物 

六価クロム化合物 

亜硝酸態窒素 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

フッ素及びその化合物 

ホウ素及びその化合物 

四塩化炭素 

1,4-ジオキサン 

シス及びトランス-1，2-ジクロロエチレン 

ジクロロメタン 

テトラクロロエチレン 

トリクロロエチレン 

ベンゼン 

塩素酸 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

 

総トリハロメタン※1 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

亜鉛及びその化合物 

アルミニウム及びその化合物 

鉄及びその化合物 

銅及びその化合物 

ナトリウム及びその化合物 

マンガン及びその化合物 

塩化物イオン 

カルシウム，マグネシウム等（硬度） 

蒸発残留物 

陰イオン界面活性剤 

ジェオスミン 

2-メチルイソボルネオール 

非イオン界面活性剤 

フェノール類 

有機物（全有機炭素（TOC）の量） 

pH 値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

アンチモン及びその化合物 

ウラン及びその化合物 

ニッケル及びその化合物 

1,2-ジクロロエタン 

トルエン 

フタル酸ジ(2-エチルヘキシル) 

亜塩素酸 

二酸化塩素 

ジクロロアセトニトリル 

抱水クロラール 

農薬類※2 

残留塩素 

カルシウム，マグネシウム等（硬度） 

マンガン及びその化合物 

遊離炭酸 

1,1,1-トリクロロエタン 

メチル-t-ブチルエーテル 

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 

臭気強度（TON） 

蒸発残留物 

濁度 

pH 値 

腐食性（ランゲリア指数） 

従属栄養細菌 

1，1-ジクロロエチレン 

アルミニウム及びその化合物 

ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸（PFOS）及びﾍﾟﾙﾌﾙ

ｵﾛｵｸﾀﾝ酸（PFOA） 

※1 クロロホルム，ジブロモクロロメタン，ブロモジクロロメタン及びブロモホルム，それぞれの濃度の

総和． 

※2 農薬類には令和 4 年 4 月 1 日付けで 115 種類，平成 31 年 4 月 1 日付けで 114 種類，平成 20 年 4

月 1日付けで 102農薬が設定されている． 
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10.35 水質管理目標設定項目の農薬類（115種※） 
殺 虫 剤 殺 菌 剤 除 草 剤 

1,3-ジクロロプロペン（D-D） 

EPN 

アセフェート 

アミトラズ 

イソキサチオン 

イソプロカルブ（MIPC） 

イソプロチオラン（IPT） 

エトフェンプロックス 

エンドスルファン（ベンゾエピン） 

オリサストロビン（殺菌） 

カズサホス 

カルタップ（殺菌，除草） 

カルバリル（NAC） 

カルボフラン 

（カルボスルファン代謝物） 

クロルピリホス 

シアノホス（CYAP） 

ジクロルボス（DDVP） 

ジスルホトン（エチルチオメトン） 

ジメトエート 

ダイアジノン  

チアジニル（殺菌） 

チオジカルブ 

トリクロルホン（DEP） 

ピリダフェンチオン 

フィプロニル 

フェニトロチオン（MEP） 

フェノブカルブ（BPMC） 

フェリムゾン（殺菌） 

フェンチオン（MPP） 

フェントエート（PAP） 

ブプロフェジン 

プロチオホス 

ベンフラカルブ 

ホスチアゼート 

マラチオン（マラソン） 

メソミル 

メチダチオン（DMTP） 

メトミノストロビン（殺菌） 

イソフェンホス 

イプロベンホス（IBP） 

イミノクタジン 

オキシン銅（有機銅） 

キャプタン 

クロロタロニル（TPN） 

ジチオカルバメート系農薬 

ダゾメット,メタム（カーバム）及

びメチルイソチオシアネート 

チウラム 

チオファネートメチル 

トリシクラゾール 

ピロキロン 

フサライド 

フルアジナム 

プロシミドン 

プロピコナゾール 

プロベナゾール 

ベノミル 

ペンシクロン 

メタラキシル 

メプロニル 

2,2-DPA（ダラポン） 

2,4-D（2,4-PA），MCPA 

アシュラム，アトラジン 

アニロホス，アラクロール 

イプフェンカルバゾン 

インダノファン 

エスプロカルブ 

オキサジクロメホン 

カフェンストロール 

キノクラミン（ACN） 

クミルロン，グリホサート 

グルホシネート 

クロメプロップ 

クロルニトロフェン（CNP） 

シアナジン 

ジウロン（DCMU） 

ジクロベニル（DBN） 

ジクワット，ジチオピル 

シハロホップブチル 

シマジン（CAT） 

ジメタメトリン，シメトリン 

ダイムロン 

チオベンカルブ 

テフリルトリオン 

テルブカルブ（MBPMC） 

トリクロピル 

トリフルラリン 

ナプロパミド 

パラコート，ピペロホス 

ピラクロニル 

ピラゾキシフェン 

ピラゾリネート（ピラゾレート） 

ピリブチカルブ 

フェントラザミド 

ブタクロール 

ブタミホス 

プレチラクロール 

プロピザミド，ブロモブチド 

ベンゾビシクロン 

ベンゾフェナップ 

ベンタゾン 

ペンディメタリン 

ベンフルラリン（ベスロジン） 

ベンフレセート 

メコプロップ（MCPP） 

メトリブジン 

メフェナセット 

モリネート 

※ 令和 4年 4 月 1日付けで設定された 115農薬のリスト．すべての農薬が検査の対象． 
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10.36 水質管理目標設定項目の農薬類（102種※） 
殺 虫 剤 殺 菌 剤 除 草 剤 

1,3-ジクロロプロペン（D-D） 

イソキサチオン 

ダイアジノン 

フェニトロチオン（MEP） 

ジクロルボス（DDVP） 

フェノブカルブ（BPMC） 

EPN 

カルボフラン 

（カルボスルファン代謝物） 

アセフェート 

クロルピリホス 

トリクロルホン（DEP） 

ピリダフェンチオン 

カルバリル（NAC） 

イソプロカルブ（MIPC） 

メチダチオン（DMTP） 

ジメトエート 

エンドスルファン 

（エンドスルフェート，ベンゾエピン） 

エトフェンプロックス 

フェンチオン（MPP） 

マラソン（マラチオン） 

メソミル 

ベンフラカルブ 

フェントエート（PAP） 

ブプロフェジン 

エチルチオメトン 

チオジカルブ 

ピリプロキシフェン 

フィプロニル 

チウラム 

クロロタロニル（TPN） 

イプロベンホス（IBP） 

イソフェンホス 

イプロジオン 

エトリジアゾール（エクロメゾール） 

オキシン銅 

キャプタン 

クロロネブ 

トルクロホスメチル 

フルトラニル 

ペンシクロン 

メタラキシル 

メプロニル 

エディフェンホス 

（エジフェンホス，EDDP） 

ピロキロン 

フサライド 

チオファネートメチル 

カルプロパミド 

プロシミドン 

ベノミル 

プロベナゾール 

トリシクラゾール 

アゾキシストロビン 

イミノクタジン酢酸塩 

ホセチル 

ポリカーバメート 

プロピコナゾール 

イソプロチオラン（IPT） 

シマジン（CAT） 

チオベンカルブ 

プロピザミド 

クロルニトロフェン（CNP） 

CNP-アミノ体 

ベンタゾン 

2,4-ジクロロフェノキシ酢酸（2,4-D） 

トリクロピル 

アシュラム 

ジチオピル 

テルブカルブ（MBPMC） 

ナプロパミド 

ピリブチカルブ 

ブタミホス 

ベンスリド（SAP） 

ベンフルラリン（ベスロジン） 

ペンディメタリン 

メコプロップ（MCPP） 

メチルダイムロン 

アラクロール 

メフェナセット 

プレチラクロール 

テニルクロール 

ブロモブチド 

モリネート 

アニロホス 

アトラジン 

ダラポン 

ジクロベニル（DBN） 

ジクワット 

ジウロン（DCMU） 

グリホサート 

シメトリン 

ジメピペレート 

エスプロカルブ 

ダイムロン 

ビフェノックス 

ベンスルフロンメチル 

ピペロホス 

ジメタメトリン 

ハロスルフロンメチル 

フラザスルフロン 

シデュロン 

トリフルラリン 

カフェンストロール 

 

※ 平成 20年 4 月 1日付けで設定された 102農薬のリスト． 

このうち，下線の農薬は 115 農薬に含まれない農薬で検査を実施したもの． 
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10.37 温泉水の検査項目と試験結果（濃度範囲） 

検  査  項  目 濃  度  範  囲 温 泉 の 定 義 療養泉の定義 

泉温(℃) 23.2 － 48.8 25≦ 25≦ 

湧出量（L/min） 6.4 － 96   

pH 7.35 － 9.00   

電気伝導率（S/ｍ） 0.055 － 2.02   

ラドン(Bq/kg) <7.4 － 64 74≦ 111≦ 

蒸発残留物(mg/kg) 331 － 12,820   

リチウムイオン(mg/kg) 0.18 － 11.5 1≦  

ナトリウムイオン(mg/kg) 67.7 － 2,260   

カリウムイオン(mg/kg) 0.44 － 15.5   

マグネシウムイオン(mg/kg) 0.1 － 22.6   

カルシウムイオン(mg/kg) 0.92 － 1,880   

ストロンチウムイオン(mg/kg) 0.11 － 24.3 10≦  

バリウムイオン(mg/kg) <0.01 － 0.33 5≦  

マンガン（Ⅱ）イオン(mg/kg) <0.01 － 0.41 10≦  

総鉄イオン（Fe2+＋Fe3+）(mg/kg) 0.02 － 0.64 10≦ 20≦ 

アルミニウムイオン(mg/kg) <0.01 － 0.02   

銅イオン(mg/kg) <0.01     

亜鉛イオン(mg/kg) <0.01     

鉛イオン(mg/kg) <0.01     

ふっ化物イオン(mg/kg) 0.25 － 3.61 2≦  

塩化物イオン(mg/kg) 5.16 － 6,930   

臭化物イオン(mg/kg) <0.01 － 12.0 5≦  

よう化物イオン(mg/kg) <0.01 － 1.11 1≦ 10≦ 

硫酸イオン(mg/kg) <0.01 － 794   

炭酸水素イオン(mg/kg) 84 － 301 340≦ 
(炭酸水素ﾅﾄﾘｳﾑとして) 

 

メタけい酸(mg/kg) 15.2 － 54.7 50≦  

メタほう酸(mg/kg) 0.32 － 108 5≦  

メタ亜ひ酸(mg/kg) <0.1   1≦  

溶存物質(ガス性のものを除く) (mg/kg) 338 － 11,500 1,000≦ 1,000≦ 

遊離二酸化炭素（遊離炭酸）(mg/kg) 0.51 － 13.7 250≦ 1,000≦ 

総硫黄(S) 〔HS-+S2O3
2-+H2S〕(mg/kg) <0.01  － 0.17 1≦ 2≦ 

総ひ素(mg/kg) <0.01  － 0.05   

総水銀(mg/kg) <0.00005    

成分総計(mg/kg) 339 － 11,500   
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